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期
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の
日
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に
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は
じ
め
に

一
、
日
課
と
し
て
の
習
字
、
お
よ
び
関
連
す
る
活
動

二
、
応
酬
書
法
の
主
要
形
式
と
そ
の
数
量

三
、
対
聯
・
扇
面
の
使
用

四
、
書
写
効
率
の
向
上

　
（
一
）
書
写
内
容
の
準
備

　
（
二
）
本
文
と
落
款
を
別
に
書
写
す
る

　
（
三
）
墨
汁
の
購
入
と
墨
磨
り
機
の
製
造

　
（
四
）
代
筆
の
依
頼

五
、
人
口
増
加
の
書
法
に
対
す
る
影
響

六
、
な
ぜ
扇
対
が
こ
れ
ほ
ど
多
い
の
か

七
、
清
代
晩
期
官
僚
が
書
を
売
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て

八
、
索
書
�
�
特
殊
な
礼
品
経
済

結
語

　
　
　

は
じ
め
に

　

表
現
や
様
式
研
究
に
重
点
が
置
か
れ
が
ち
で
あ
っ
た
芸
術
史
研
究
が
社
会
史
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、「
応
酬
書
法
」
は
書
法
史
研
究
の
重
要
な
一
課
題
と
な
り
、

研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
（
（
（

。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
も
大
変
多
く
の
資
料
に
基
づ
い
て

な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
本
論
で
取
り
上
げ
る
清
代
晩
期
の
資
料
の
量
に
は
遠
く
及

ば
な
い
。
当
時
の
文
人
の
多
く
は
日
記
を
つ
け
る
習
慣
が
あ
り
、
ま
た
今
日
と
時
代
が
近

い
こ
と
も
あ
り
、
幸
い
に
も
多
く
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
清
代
晩
期
の

政
府
官
僚
の
日
記
や
書
簡
を
基
本
資
料
と
し
て
、
彼
ら
の
日
常
生
活
に
お
け
る
書
法
活
動

に
つ
い
て
の
初
歩
的
研
究
を
行
う
（
（
（

。

　

清
代
晩
期
に
は
す
で
に
西
洋
か
ら
硬
筆
が
移
入
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
さ
ほ
ど
普
及

し
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
毛
筆
が
当
時
の
官
僚
ら
の
主
要
な
筆
記
具
で
あ
っ
た
（
（
（

。
彼
ら
の
書

簡
、
詩
稿
、
帳
簿
、
メ
モ
、
日
記
等
は
基
本
的
に
毛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書

は
今
日
、
書
法
作
品
と
見
な
さ
れ
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社
に
よ

っ
て
競
売
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
は
、
古
人
の
書
き
残
し
た
あ
ら
ゆ
る

文
字
は
「
書
法
」
で
あ
っ
て
、
日
常
的
書
写
活
動
の
産
物
で
あ
っ
て
も
書
法
活
動
と
見
な

さ
れ
、
ま
た
文
人
は
日
々
書
法
を
実
践
し
「
書
法
を
創
作
」
し
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
印

象
す
ら
も
た
ら
そ
う
。
本
論
で
は
、
清
代
晩
期
官
僚
の
あ
ら
ゆ
る
日
常
的
な
書
写
活
動
を

論
じ
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
対
聯
や
扇
面
と
い
っ
た
比
較
的
鑑
賞
性
の
強
い
分
野
の

書
を
重
視
し
て
い
く
。
こ
れ
は
問
題
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
の
便
宜
的
な
対
応
で
あ
る
。

徳

泉

さ

ち

訳

418.indb   240 16/02/26   10:21



清
代
晩
期
官
僚
の
日
常
生
活
に
お
け
る
書
法

241

三
九

そ
れ
と
い
う
の
も
中
国
古
代
の
書
法
で
は
、
実
用
と
芸
術
の
境
界
が
か
な
り
曖
昧
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、
古
来
、
書
簡
は
書
法
作
品
の
一
大
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
が
、
文

人
が
書
簡
を
書
く
こ
と
は
、
そ
の
消
息
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
書
芸
を
示
す
こ

と
で
も
あ
っ
た
。
寿
幛

（
（

（
訳
者
註

や
挽
聯
（
（

（
訳
者
註も

ま
た
同
じ
く
、
実
用
的
で
あ
り
な
が
ら
芸
術
性
を
追
求

し
た
も
の
で
も
あ
る
。

　

さ
て
、
清
代
晩
期
官
僚
の
日
常
的
な
書
法
活
動
は
、「
練
習
」「
自
娯
」「
応
酬
」
の
三

種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
練
習
」
と
は
、古
代
の
碑
帖
を
臨
書
す
る
こ
と
を
指
し
、

自
ら
の
創
作
的
な
書
法
の
芸
術
水
準
を
高
め
る
た
め
に
な
さ
れ
る
。「
自
娯
」
と
は
、
書

い
た
文
字
に
美
を
見
出
し
、
愉
悦
を
得
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
「
応
酬
」
と
は
、
様
々
な

社
会
の
場
面
に
応
じ
て
書
作
す
る
こ
と
を
指
す
。
た
だ
し
、
実
際
の
書
法
活
動
で
は
、
こ

の
よ
う
な
明
確
な
区
分
が
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
往
々
に
あ
る
。「
練
習
」
と
「
自
娯
」

に
は
重
複
す
る
部
分
が
あ
り
、
ま
た
、「
練
習
」
を
経
て
完
成
し
た
書
は
人
に
贈
ら
れ
「
応

酬
」
書
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
分
類
を
設
け
る
こ
と
は
、
清
代
晩
期
官
僚

が
書
い
た
応
酬
書
の
数
量
や
使
用
範
囲
、
社
会
的
機
能
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

ま
た
彼
ら
の
純
粋
な
芸
術
活
動
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
得
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ

う
。
以
下
、
主
に
「
練
習
」
と
「
応
酬
」
か
ら
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

一
、
日
課
と
し
て
の
習
字
、
お
よ
び
関
連
す
る
活
動

　
「
日
課
」
と
は
厳
密
に
は
毎
日
行
う
こ
と
を
指
す
が
、
官
僚
の
公
務
は
多
忙
で
あ
り
、

戦
争
や
旅
行
、
そ
の
他
の
緊
急
事
態
の
発
生
に
よ
っ
て
日
々
の
「
練
習
」
は
度
々
中
断
さ

れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
日
常
的
に
行
わ
れ
た
「
練
習
」
を
指

す
こ
と
に
し
た
い
。

　

清
代
晩
期
の
官
僚
に
と
っ
て
毛
筆
は
毎
日
使
う
筆
記
具
で
あ
る
た
め
、
日
常
書
写
で
あ

っ
て
も
一
種
の
「
練
習
」
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
を
持
た
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
日
常
書
写
と
「
練
習
」
と
し
て
字
を
習
う
「
習
字
」
と
は
必
ず
し
も

同
じ
で
は
な
い
。
成
人
で
あ
れ
ば
長
年
の
書
写
実
践
の
過
程
で
、
自
分
な
り
の
書
写
習
慣

や
書
風
の
特
徴
が
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
官
僚
は
古
典
作
品

の
臨
書
を
続
け
、
先
賢
の
筆
墨
と
の
対
話
を
通
じ
て
自
己
の
芸
術
を
完
成
さ
せ
て
い
く
。

　

清
代
晩
期
の
高
官
の
中
で
、
日
記
だ
け
で
な
く
書
簡
中
で
も
盛
ん
に
習
字
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
人
物
と
し
て
、
曽
国
藩
（
一
八
一
一
�
一
八
七
二
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
曽

国
藩
は
日
記
中
で
「
主
敬
・
静
座
・
読
書
・
読
史
・
謹
言
・
養
気
・
保
身
・
作
字
」
を
日

課
に
挙
げ
て
い
る
（
（
（

。
ま
た
、
日
記
の
別
箇
所
に
は
日
課
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
記
さ

れ
て
お
り
、「
毎
日
早
起
き
し
、
寸
大
の
字
を
百
回
習
う
、
ま
た
応
酬
字
を
少
々
書
く
。

午
前
に
経
書
を
読
み
、知
る
所
が
あ
れ
ば
『
茶
余
偶
談
』
に
記
す
。
日
中
は
史
書
を
読
み
、

ま
た『
茶
余
偶
談
』を
記
す
。
夕
方
か
ら
夜
ま
で
は
文
集
を
読
み
、『
茶
余
偶
談
』を
記
す
。

詩
文
を
作
る
時
も
あ
る
。
点
灯
後
に
は
読
書
は
し
な
い
、
た
だ
文
を
作
る
の
み
だ
」
と
あ

る
（
（
（

。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
彼
の
日
課
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
書
法
活
動
に
は
習
字

と
応
酬
の
二
種
類
が
あ
り
、
応
酬
は
習
字
に
代
替
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
（
（
（

。

　

曽
国
藩
の
日
記
に
は
、
時
お
り
彼
が
臨
書
し
た
碑
帖
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
（
例
え
ば
「
隷
書
の
「
孔
君
碑
」
を
臨
書
し
た
」
や
「
習
字
す
る
こ
と
二
紙
、
一
つ
は
「
書

譜
」
を
摹
す
」
等
と
あ
る
（
（
（

）。
し
か
し
、通
常
は
特
に
碑
帖
名
を
記
さ
ず
に
、た
だ
「
習
字
」

と
の
み
い
う
。
全
臨
以
外
に
、
曽
国
藩
は
一
日
に
集
中
的
に
一
文
字
の
み
を
繰
り
返
し
練

習
す
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
道
光
二
十
一
年
（
一
八
四
一
）
七
月
の
数
日
、
彼
は
顔

真
卿
の
「
郭
氏
家
廟
碑
」
か
ら
一
文
字
だ
け
を
選
び
練
習
し
て
お
り
、「
食
事
後
に
「
独
」

字
を
五
十
個
習
う
」「「
徒
」
字
を
五
十
個
習
う
」「
食
事
後
に
「
経
」
字
を
五
十
個
書
く
」

「
食
事
後
に
「
刑
」
字
を
三
十
個
習
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
こ
う
し
た
臨
書
方
法
は
実

に
彼
独
特
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

曽
国
藩
の
弟
子
で
あ
る
李
鴻
章
（
一
八
二
三
�
一
九
〇
一
）
も
ま
た
習
字
を
日
課
と
し
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て
い
た
。
二
〇
一
一
年
春
季
の
西
泠
印
社
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
、
李
鴻
章
が
「
聖
教
序
」

を
臨
書
し
た
冊
頁
（
（

（
訳
者
註
が
出
品
さ
れ
た
。
そ
の
末
尾
に
は
外
孫
の
張
志
沂
（
一
八
九
六
�
一
九

五
三
）
の
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
た
。
跋
文
に
「「
聖
教
序
」
の
臨
本
は
、
外
祖
で
あ
る
文

忠
公
が
か
つ
て
北
洋
に
在
り
し
時
、
公
務
の
暇
の
日
課
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
壬
辰
の
春

夏
の
間
に
書
か
れ
た
。
先
母
が
侍
者
に
官
署
に
と
り
に
行
か
せ
、
珍
重
し
て
こ
れ
を
蔵
し

た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
光
緒
十
八
年（
一
八
九
二
）、李
鴻
章
は
北
洋
大
臣
の
任
に
あ
り
、

激
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て
習
字
の
時
間
を
捻
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
習
字
と
は
曽
、
李
の
両

氏
に
と
っ
て
、
芸
術
面
の
精
進
と
い
う
だ
け
で
な
く
精
神
の
修
練
で
も
あ
り
、
専
心
注
意

し
て
練
習
し
、
自
己
を
律
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

系
統
的
な
臨
書
以
外
に
、
曽
国
藩
は
し
ば
し
ば
手
本
か
ら
離
れ
た
自
由
な
揮
毫
も
行
っ

た
。彼
は
そ
れ
を「
零
字
を
書
く
」と
称
し
て
い
る
。「
零
字
」の
語
は
日
記
中
に
散
見
さ
れ
、

例
え
ば
「
夜
、
零
字
を
沢
山
書
い
た
。
近
頃
は
書
法
に
つ
い
て
何
か
会
得
し
た
よ
う
で
、

零
字
を
書
く
た
び
に
、
数
百
に
も
至
る
」「
夜
も
ま
た
零
字
を
長
い
こ
と
書
い
て
い
る
。

日
中
も
好
く
作
字
し
、
皆
寸
大
の
字
で
あ
る
。
毎
日
、
三
、
四
〇
〇
ほ
ど
書
い
て
い
る
」

「
点
灯
後
も
、
ま
た
零
字
を
数
枚
書
く
。
最
近
書
法
が
上
達
し
た
の
は
、
零
字
を
沢
山
書

き
手
腕
が
少
し
成
熟
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
（
（

。
曽
国
藩
の
長
子
で

あ
る
曽
紀
沢
（
一
八
三
九
�
一
八
九
〇
）
は
、
家
風
を
よ
く
継
承
し
、
書
を
学
ん
だ
（
（（
（

。
彼

の
日
記
に
も
ま
た
「
習
字
す
る
こ
と
一
紙
。
食
後
に
零
字
を
た
く
さ
ん
書
く
」
と
い
う
よ

う
な
記
載
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
日
課
に
も
臨
書
と
零
字
が
含
ま
れ
て
お

り
、
両
者
は
区
別
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

曽
国
藩
と
曽
紀
沢
の
日
記
に
は
頻
繁
に
「
零
字
を
書
く
」
と
い
う
語
が
現
れ
る
た
め
、

こ
の
書
法
活
動
の
内
容
を
限
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
曽
紀
沢
は
、
同
治
十
一
年
（
一
八

七
二
）
十
二
月
十
九
日
の
日
記
に
「
零
字
を
百
ば
か
り
書
く
。
趙
子
昴
の
草
書
「
千
字
文
」

一
通
を
臨
書
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
記
述
か
ら
も
零
字
を
書
く
こ
と
と
、
臨
書
と

は
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
光
緒
六
年
（
一
八
八
〇
）
十
二

月
六
日
に
は「
連
日
楷
書
の
零
字
で
司
空
表
聖
の「
詩
品
」二
十
四
紙
を
書
き
ま
と
め
て
、

そ
れ
を
糖
印
（
（

（
訳
者
註
し
児
女
の
た
め
の
摹
本
と
す
る
。
本
日
書
き
終
わ
っ
た
。
升
目
を
書
く
の
に

も
と
て
も
時
間
が
か
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。「
零
字
」
と
は
一
種
の
自
由
な
運
筆
で

あ
り
、「
練
習
」
と
「
自
娯
」
の
目
的
も
兼
ね
、
完
成
し
た
作
品
は
別
の
用
途
に
も
使
う

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

彼
の
父
に
比
べ
、
曽
紀
沢
は
よ
り
系
統
的
な
習
字
を
し
て
い
る
。
彼
は
篆
隷
楷
草
の
四

体
を
好
ん
で
書
き
、
い
ず
れ
の
書
体
も
臨
書
し
て
い
る
。
同
治
十
一
年
（
一
八
七
二
）
八

月
初
め
か
ら
十
月
の
初
め
に
か
け
て
、
彼
は
篆
隷
楷
草
の
順
序
で
臨
書
し
た
。
一
日
目
は

篆
書
を
臨
書
し
、次
の
日
は
隷
書
、そ
の
後
日
に
は
楷
書
、最
後
に
草
書
と
い
う
よ
う
に
、

こ
の
順
序
を
往
復
し
て
い
る
（
時
に
中
断
し
た
り
、
不
規
則
に
な
る
こ
と
も
あ
る
（
（（
（

）。
こ
れ
よ

り
、
彼
の
習
字
に
対
す
る
き
わ
め
て
厳
格
な
取
り
組
み
が
看
取
で
き
よ
う
。

　

人
に
よ
っ
て
記
録
の
程
度
に
差
は
あ
る
が
、
清
代
晩
期
の
官
僚
の
日
記
に
は
習
字
に
関

す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
曽
国
藩
の
幕
僚
で
あ
り
、
後
に
江
蘇
按
察
使
と
な
っ
た
李
鴻

裔
（
眉
生
、
一
八
三
一
�
一
八
八
五
）
も
ま
た
書
法
を
日
課
と
し
て
い
た
。
彼
の
光
緒
六
年

か
ら
七
年
（
一
八
八
〇
�
一
八
八
一
）
の
日
記
に
は
、
時
折
習
字
に
つ
い
て
話
題
が
及
ん

で
い
る
。
日
記
の
初
め
の
頁
に
は
毎
日
の
「
読
・
看
・
写
」
の
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
、「
一
経
一
集
を
読
む
、
…
…
一
史
一
子
を
看
る
、
…
…
漢
碑
を
臨
書
し
、
集
帖

を
看
て
、
あ
る
い
は
た
ま
に
摹
書
す
る
。
毎
日
読
・
看
・
写
の
三
事
は
常
課
と
す
る
」
と

あ
り
、
習
字
が
日
課
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
（（
（

。

　

ま
た
、
か
つ
て
二
代
の
帝
師
で
あ
っ
た
翁
同
龢
（
一
八
三
〇
�
一
九
〇
四
）
の
日
記
中

に
も
、
時
に
臨
帖
や
習
字
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
光
緒
十
二
年
（
一
八

八
六
）
十
月
七
日
に
は
「「
張
遷
碑
」
数
行
を
臨
書
す
る
。
先
月
の
二
六
日
か
ら
隷
書
を

習
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
忙
中
閑
あ
り
だ
」
と
あ
る
（
（（
（

。
翁
同
龢
は
日
課
と
し
て
隷
書
を
習
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い
始
め
て
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た
後
に
、
日
記
に
簡
単
な
記
録
を
残
し
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
翁
同
龢
の
玄
孫
で
あ
る
翁
萬
戈
氏
は
、
翁
同
龢
が
顔
真
卿
の
行
書
「
争
座
位
帖
」

を
四
条
屛
に
臨
書
し
た
も
の
を
所
蔵
し
て
い
る
（
挿
図
1
）。
落
款
に
は
「
壬
寅
三
月
、

臂
痛
未
瘳
、
漫
臨
。
松
禅
翁
同
龢（
光
緒
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）三
月
、
腕
の
痛
み
は
ま
だ

治
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
臨
書
し
た
。
松
禅
翁
同
龢
）」
と
あ
る
が
、
該
当
す
る
時
期
の
日
記

に
は
、
顔
真
卿
を
臨
書
し
て
い
た
旨
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
必
ず
し
も
書
法
活

動
が
日
記
に
記
さ
れ
な
い
例
と
言
え
よ
う
。

　

翁
同
龢
の
後
輩
に
当
た
る
葉
昌
熾
（
一
八
四
九
�
一
九
一
七
）
は
数
十
年
の
長
き
に
及

ぶ
『
縁
督
廬
日
記
』
を
残
し
た
が
、
そ
こ
に
も
書
法
活
動
の
記
録
が
断
続
的
に
見
え
る
。

例
え
ば
、
同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
十
月
十
五
日
の
日
記
に
は
「
月
初
め
よ
り
、
毎
日

顔
真
卿
の
書
を
七
、
八
十
字
書
く
事
を
日
課
と
し
て
い
る
」
と
い
う
（
（（
（

。
葉
昌
熾
は
十
月
一

日
よ
り
顔
真
卿
の
臨
書
を
日
課
と
し
始
め
た
が
、
十
五
日
後
に
よ
う
や
く
日
記
に
書
き
記

し
て
お
り
、
こ
れ
以
後
は
日
記
中
に
関
連
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

　

お
そ
ら
く
日
課
と
し
て
の
習
字
は
当
時
あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
た
め
、
日

記
に
書
き
残
す
ま
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
呉
大
澂
（
一
八
三
五
�
一
九
〇
二
）
は
、

学
書
に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
の
日
記
の
端
々
よ
り

彼
が
書
法
活
動
を
日
課
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、同
治
八
年
（
一
八
六
九
）

五
月
二
十
四
日
の
日
記
に
「
夕
飯
後
、
潤
之
弟
と
論
じ
た
。
人
の
な
す
べ
き
道
は
必
ず
孝

悌
よ
り
始
ま
り
、
あ
わ
せ
て
読
書
、
作
文
、
読
文
、
写
字
に
勉
め
て
日
課
と
す
れ
ば
、
一

日
の
積
み
重
ね
は
小
さ
く
と
も
、
一
月
た
て
ば
大
き
な
蓄
積
と
な
ろ
う
。
虚
し
く
日
々
を

過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
記
す
（
（（
（

。
呉
大
澂
は
「
写
字
（
字
を
書
く
こ
と
）」
を
日
課
の
一

つ
と
す
べ
き
と
し
、
人
の
道
に
不
可
欠
な
課
程
と
し
て
ま
で
説
い
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま

え
れ
ば
、
彼
本
人
も
こ
の
よ
う
な
日
課
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
少
な
く
と
も

過
去
に
は
そ
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
）。
こ
れ
以
外
に
も
、
友
人
が
呉
大
澂
に
宛
て
た
書
簡
中

に
も
彼
が
学
書
に
励
ん
で
い
た
こ
と
を
伝
え
る
記
述
が
あ
る
。
十
九
世
紀
の
七
十
年
代
初

頭
、呉
大
澂
は
京
師
の
翰
林
院
の
職
に
あ
り
、清
代
晩
期
の
大
収
蔵
家
で
あ
る
潘
祖
蔭
（
一

八
三
〇
�
一
八
九
〇
）
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
。
潘
祖
蔭
は
呉
大
澂
の
大
篆
に
敬
服
し

て
お
り
、
多
く
の
書
簡
で
彼
に
賞
賛
の
辞
を
贈
っ
て
い
る
。
時
に
、
潘
祖
蔭
は
呉
大
澂
に

教
え
を
請
い
「
大
篆
は
ど
こ
か
ら
学
び
始
め
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
都
合
の
よ
い
時
に
ご

教
示
く
だ
さ
い
。
学
び
た
い
気
持
ち
に
溢
れ
て
い
ま
す
」
と
記
し
（
（（
（

、
ま
た
別
の
書
簡
で
は

挿図 1　行書臨顔真卿争座位帖四条屛　翁同龢（1902 年）　翁萬戈氏蔵
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四
二

「
我
が
弟
が
以
前
よ
り
篆
書
を
習
お
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
何
か
ら
始
め
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
鐘
鼎
の
臨
摹
か
ら
始
め
る
の
で
あ
れ
ば
私
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
か
つ
て
散

氏
盤
を
百
本
臨
書
し
た
う
ち
の
一
本
を
恵
贈
頂
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
記
し
、
呉
大

澂
に
学
書
の
参
考
と
す
る
た
め
に
臨
本
を
求
め
て
い
る
（
（（
（

。
呉
大
澂
は
一
八
七
〇
年
代
の
初

め
頃
に
京
師
に
来
て
以
降
、
大
篆
の
系
統
的
な
研
究
に
取
り
組
み
始
め
て
お
り
、「
散
氏

盤
」
の
臨
書
も
お
そ
ら
く
こ
の
頃
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
散
氏
盤
」
は
全
三
五
七

字
に
及
ぶ
長
い
銘
文
を
持
つ
。さ
ら
に
、大
篆
は
書
く
の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、

百
本
を
臨
書
す
る
に
は
数
ヶ
月
、
ま
た
は
一
年
以
上
が
費
や
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
よ
り
、
彼
の
書
法
の
研
鑽
ぶ
り
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
（（
（

。

　
「
散
氏
盤
」
の
書
風
は
奇
俊
で
多
彩
な
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
篆
書
の
初

学
者
に
は
難
易
度
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
呉
大
澂
は
お
そ
ら
く
潘
祖
蔭
に
「
石
鼓
文
」
を

先
に
習
う
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
石
鼓
文
」は
比
較
的
均
整
が
と
れ
て
お
り
、

小
篆
の
字
形
や
用
筆
に
近
く
着
手
し
や
す
い
。
潘
祖
蔭
は
呉
大
澂
へ
の
書
簡
に
「「
石
鼓

文
」
の
臨
書
は
気
が
つ
ま
る
よ
う
で
、
一
枚
書
い
て
は
捨
て
て
い
ま
す
。
百
本
臨
書
し
た

ら
ま
た
御
指
正
く
だ
さ
い
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
潘
祖
蔭
は
「
石
鼓
文
」
を
百
回
臨
書
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
れ
を
日
課
と
し
た
よ
う
だ
。

　

習
字
と
関
連
す
る
日
常
的
な
書
法
活
動
と
し
て
、
道
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
に
よ
る
書

芸
の
切
磋
琢
磨
が
挙
げ
ら
れ
る
。
曽
国
藩
の
友
人
に
は
、
清
代
晩
期
に
強
い
影
響
力
を
持

っ
た
書
法
家
で
あ
る
何
紹
基
（
子
貞
、
一
七
九
九
�
一
八
七
三
）
が
い
た
。
二
人
は
面
会
す

る
毎
に
書
法
談
義
に
興
じ
て
い
る
が
、
例
え
ば
曽
国
藩
の
日
記
に
は
「
酒
を
飲
ん
だ
後
、

子
貞
と
書
に
つ
い
て
談
じ
た
」
と
い
い
、ま
た
は
「
何
子
貞
を
訪
ね
、彼
の
作
字
を
観
た
。

真
理
を
体
得
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
日
頃
の
自
分
の
得
る
所
の
浅
さ
を
感
じ
た
」
と
記
し

て
い
る
（
（（
（

。
清
代
の
地
方
官
は
幕
府
を
開
い
て
お
り
、
清
代
晩
期
の
多
く
の
官
僚
た
ち
は
書

法
に
長
じ
た
幕
友
を
招
聘
し
た
。
曽
国
藩
の
幕
中
に
は
莫
友
芝
（
子
偲
、
一
八
一
一
�
一

八
七
一
）、
張
裕
釗
（
一
八
二
三
�
一
八
九
四
）、
李
鴻
裔
（
眉
生
）
が
お
り
、
曽
国
藩
は
彼

ら
と
共
に
書
法
の
探
求
に
励
ん
だ
。
曽
国
藩
の
日
記
に
は
「
莫
子
偲
の
作
字
を
観
た
」「
莫

子
偲
の
大
篆
を
観
る
に
、
筆
力
、
法
度
が
あ
る
」「
莫
子
偲
が
金
陵
城
外
の
梁
碑
三
通
、

唐
碑
一
通
を
採
拓
し
て
き
た
。
こ
れ
を
共
に
見
て
評
論
し
た
」「
眉
生
と
古
人
の
作
字
の

法
に
つ
い
て
論
じ
、
燈
を
つ
け
る
時
間
に
な
り
解
散
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、

翁
同
龢
の
日
記
に
も
同
じ
く
友
人
と
書
に
つ
い
て
論
じ
た
記
述
は
多
く
あ
り
、
一
例
と
し

て
は
「
黄
孝
侯
に
会
っ
て
筆
法
を
論
じ
た
（
（（
（

」「
福
元
修
師
に
面
会
し
書
法
を
論
じ
た
（
（（
（

」
な

ど
と
あ
る
。

　

清
代
晩
期
の
官
僚
は
書
芸
の
研
鑽
に
実
に
熱
心
で
あ
り
、
そ
れ
は
書
法
芸
術
に
対
す
る

絶
え
間
な
い
内
省
的
な
探
求
と
、
深
い
理
解
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
曽
国
藩
は
咸
豊
九

年
（
一
八
五
九
）
四
月
八
日
に
「
習
字
す
る
こ
と
二
紙
。
近
頃
は
よ
く
字
を
書
い
て
い
る

が
、
年
と
と
も
に
手
は
鈍
り
、
上
達
し
な
く
な
っ
た
。
三
十
歳
以
前
に
自
ら
の
規
模
を
確

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
知
る
。
三
十
歳
以
後
は
た
だ
「
熟
」
の
時
で
あ

る
。
熟
を
極
め
る
こ
と
で
巧
妙
が
現
わ
れ
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
筆
意
間
架
は
「
梓
匠

の
規
」
で
あ
る
（
（

（
訳
者
註

。
熟
に
よ
り
妙
を
得
て
も
、
巧
み
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
は
三
、

四
十
歳
の
時
に
規
矩
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
為
す
べ
き
も
の
が
な
い
の
だ
。
人
は
よ

く「
妙
に
至
る
の
に
熟
し
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
（
（

（
訳
者
註
」「
熟
せ
ば
巧
み
に
な
る
（
（

（
訳
者
註
」と
い
い
、

ま
た
「
成
熟
」
と
も
い
う
。
妙
、
巧
、
成
は
、
み
な
よ
く
熟
を
極
め
た
後
に
会
得
で
き
る

と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
ひ
と
り
書
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
お
よ
そ
天
下
の
百
技

は
皆
、
先
に
規
模
が
定
ま
っ
て
後
に
精
熟
を
求
め
る
も
の
な
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
彼

の
日
記
に
は
同
様
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
理
学
思
想
の
深
い
影
響
が
反
映
さ

れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
彼
は
書
法
も
ま
た
、
内
省
の
対
象
と
し
て
記
録
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

翁
同
龢
の
日
記
に
も
、
彼
の
学
書
に
対
す
る
心
得
が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。
同
治
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四
三

五
年
（
一
八
六
六
）
十
二
月
一
日
に
は
「
字
を
書
き
、
古
人
の
用
筆
の
豊
左
の
訣
を
悟
っ

た
」
と
記
す
（
（（
（

。
ま
た
翌
年
の
八
月
八
日
に
は
「
城
市
か
ら
出
ず
、臨
帖
に
励
み
「
戒
虚
鋒
」

の
一
語
を
悟
っ
た
（
（（
（

」
と
し
、ま
た
同
治
九
年
（
一
八
七
〇
）
二
月
二
十
一
日
に
は
「
近
頃
、

書
法
を
少
し
悟
っ
た
。
筆
を
運
ぶ
に
は
曲
折
さ
せ
霊
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
（（
（

」
と
い

う
。
こ
こ
に
引
用
し
た
三
箇
所
に
は
「
悟
る
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
習
字
と
は
書
芸
の
真
理
や
悟
り
を
体
得
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
い
う
翁
同
龢
の
考
え

が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
翁
同
龢
は
す
で
に
書
法
に
熟
達
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
初
学
者
の
よ
う
に
勤
勉
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
引
用
し
て
き
た
記
述
よ
り
、
清
代
晩
期
の
官
僚
に
と
っ
て
習
字
と
は
審
美
の
追

求
が
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
上
意
下
達
式
の
官
僚

体
系
に
お
い
て
書
法
の
探
求
が
な
さ
れ
る
際
に
、
審
美
の
追
求
の
自
由
に
対
し
て
も
あ
る

種
の
制
約
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
道
光
二
十
二
年
（
一
八
四
二
）
二
月

二
十
四
日
、
曽
国
藩
は
父
母
に
宛
て
た
書
簡
中
に
九
弟
の
曽
国
荃
（
一
八
二
四
�
一
八
九

〇
）
が
書
法
の
練
習
を
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「（
国
荃
は
）
二
月
以
来
、
毎
日
習
字
を

し
、
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
。
常
に
小
楷
を
習
い
、
来
年
の
考
差
に
備
え
て
い
る
。
近
頃

は
智
永
の
「
千
字
文
」
を
臨
書
し
、
顔
、
柳
の
二
家
の
帖
は
時
宜
に
合
わ
な
い
の
で
習
っ

て
い
な
い
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
曽
国
藩
は
数
年
前
に
す
で
に
進
士
と
な
っ
て
い
る
が
、
弟

の
曽
国
荃
は
ま
さ
に
こ
の
時
、
科
挙
の
試
験
の
準
備
中
で
あ
っ
た
。
書
簡
中
の
「
考
差
」

と
は
翌
年
に
行
わ
れ
る
在
京
官
僚
の
出
世
の
重
要
な
試
験
で
あ
る
翰
詹
官
大
考
を
指
す
。

彼
は
父
母
に
宛
て
た
書
簡
中
で
文
官
の
試
験
に
お
け
る
書
法
の
重
要
性
を
説
い
て
お
り
、

「
時
宜
に
合
わ
な
い
」
た
め
顔
真
卿
や
柳
公
権
を
避
け
て
智
永
を
選
ん
だ
、
と
い
う
。
こ

れ
は
あ
く
ま
で
現
実
的
な
配
慮
で
あ
り
、
彼
の
書
法
活
動
の
す
べ
て
に
功
利
性
を
読
み
取

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
以
降
、
太
平
軍
作
戦
の
歳
月
の
間
、
曽
国
藩

は
試
験
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
な
く
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
日
々
習
字
を
続
け
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　
　
　

二
、
応
酬
書
法
の
主
要
形
式
と
そ
の
数
量

　

応
酬
書
法
に
つ
い
て
は
今
ま
で
に
少
な
か
ら
ぬ
研
究
が
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、

現
存
す
る
古
代
の
書
法
に
お
い
て
応
酬
書
法
が
き
わ
め
て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。本
章
で
は
、豊
富
に
残
さ
れ
た
清
代
晩
期
の
官
僚
の
日
記
よ
り
、

応
酬
書
法
の
中
で
最
も
通
行
し
た
形
式
や
数
量
、
そ
れ
ら
の
書
写
速
度
に
つ
い
て
具
体
的

に
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
官
僚
た
ち
が
日
常
生
活
の
中
で
ど
の
程
度
の
時
間
を
書
字
活

動
に
費
や
し
た
の
か
検
討
し
て
み
た
い
。

　

清
代
晩
期
の
人
々
の
日
記
を
読
む
と
、
扇
面
と
対
聯
（
当
時
の
人
は
並
称
し
て
「
扇
対
」

と
い
う
）
が
応
酬
書
法
の
中
で
最
も
流
行
し
た
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
数

量
は
条
幅
や
手
巻
、
冊
頁
な
ど
を
遥
か
に
凌
ぐ
。
清
代
晩
期
の
名
官
僚
で
あ
り
駐
英
法
大

使
で
あ
っ
た
郭
嵩
燾
（
一
八
一
八
�
一
八
九
一
）
は
三
十
七
年
間
に
及
ぶ
日
記
を
付
け
た

が
、
彼
の
日
記
に
も
時
折
、
書
法
活
動
の
記
録
が
見
え
る
。
同
治
元
年
（
一
八
六
一
）
七

月
四
日
に
は
「
雨
。
各
所
に
求
め
ら
れ
た
扇
対
を
処
理
し
、
終
日
応
酬
書
を
書
く
。
と
て

も
く
た
び
れ
た
」
と
あ
る
（
（（
（

。
応
酬
書
に
言
及
す
る
中
で
扇
対
に
の
み
触
れ
て
お
り
、
そ
の

量
の
多
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。
呉
大
澂
は
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）
五
月
五
日
に
「
画
扇

を
二
柄
、
篆
書
扇
面
を
三
柄
、
篆
書
の
対
聯
を
三
副
、
近
頃
は
扇
対
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
増
え
て
、と
て
も
書
き
き
れ
な
い
。親
族
や
友
人
に
ま
で
催
促
さ
れ
て
い
る
。

毎
日
朝
晩
き
ま
っ
て
数
件
書
い
て
お
り
、
ま
さ
に
陶
公
が
甓
を
運
ぶ
か
の
よ
う
で
あ
る
（
（

（
訳
者
註

」

と
い
う
（
（（
（

。
呉
大
澂
も
ま
た
応
酬
に
話
が
及
べ
ば
「
扇
対
」
の
語
を
使
っ
て
お
り
、
対
聯
と

扇
面
が
応
酬
書
法
の
主
要
な
二
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
ら
か
な
贋
作
は
さ
て

お
き
、
近
年
の
中
国
大
陸
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社
に
出
品
さ
れ
て
い
る
書
作
品
を
検
索
す

る
と
、
清
代
晩
期
の
官
僚
（
曽
国
藩
、
左
宗
棠
、
郭
嵩
燾
、
李
鴻
章
、
沈
葆
楨
、
翁
同
龢
、
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呉
大
澂
、
張
之
洞
、
曽
紀
沢
等
）
の
作
品
中
で
最
多
数
を
占
め
る
の
は
対
聯
で
あ
る
（
図
版

五
）。オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社
が
正
確
な
統
計
的
数
字
を
提
供
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、

清
代
晩
期
の
日
記
な
ど
か
ら
受
け
る
印
象
と
あ
わ
せ
て
み
て
も
、
対
聯
が
最
も
流
行
し
た

書
法
形
式
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　

実
際
に
、
清
代
晩
期
の
官
僚
は
大
量
の
対
聯
を
書
い
て
い
る
。
書
名
の
あ
る
高
官
の
書

い
た
対
聯
の
量
は
我
々
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
。
曽
国
藩
を
例
に
取
っ
て
見
る
と
、
彼

は
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
三
月
に
一
〇
六
副
の
対
聯
を
書
い
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
同
治
七

年
（
一
八
六
八
）
二
月
に
は
、
一
四
六
副
の
対
聯
を
書
き
上
げ
て
い
る
（
（（
（

。
曽
国
藩
に
つ
い

て
は
、
毎
月
百
余
り
の
対
聯
を
書
く
の
が
常
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
翁
同
龢
は
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）
十
月
、
妻
子
の
棺
柩
を
安
葬
す
る
た
め
に

故
郷
の
常
熟
に
赴
い
て
い
る
が
、
そ
こ
で
実
に
数
多
く
の
書
作
を
な
し
て
い
る
。
十
月
三

日
の
日
記
に
「
終
日
大
雨
。
墓
参
が
で
き
な
い
。
頼
ま
れ
た
楹
帖
（
（

（
訳
者
註
を
五
十
余
り
、
扇
を
十

余
り
、
手
は
抜
け
そ
う
だ
。
見
物
人
に
垣
根
の
よ
う
に
取
り
囲
ま
れ
て
筆
を
動
か
す
が
た

だ
た
だ
恥
を
増
す
ば
か
り
で
あ
る
」
と
あ
り
、
一
日
に
六
、
七
十
件
の
書
を
揮
毫
し
て
い

る
（
（（
（

。
ま
た
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
二
月
十
一
日
に
は
「
対
聯
を
三
十
副
書
く
。
く
た
び

れ
果
て
た
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
翁
同
龢
に
と
っ
て
は
、
一
日
に
数
十
件
の
対
聯
や
扇
面
を

書
く
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
彼
の
日
記
に
は
書
作
の
具
体
的
な
数
量
に
つ
い
て
の
言
及
は
少
な
く
、
む
し

ろ
、
応
酬
書
の
揮
毫
に
費
や
さ
れ
た
時
間
や
、
ま
た
そ
の
後
の
心
身
の
状
況
を
述
べ
た
も

の
が
多
い
。
例
え
ば
「
終
日
出
か
け
ず
、
応
酬
字
を
書
い
た
。
一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
で

あ
る
」「
楹
帖
を
書
い
た
。
護
衛
や
巡
捕
の
者
た
ち
が
紙
を
持
っ
て
や
っ
て
く
る
。
途
切

れ
る
こ
と
な
く
対
応
し
、
す
っ
か
り
腕
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
終
日
、
応
酬
字
を

書
く
。
き
わ
め
て
忙
し
く
、
宿
直
よ
り
も
忙
し
い
く
ら
い
だ
」
と
嘆
い
て
い
る
（
（（
（

。

　

曽
紀
沢
の
日
記
に
も
扇
対
に
関
す
る
記
事
は
多
く
み
ら
れ
る
。
同
治
十
年（
一
八
七
一
）

十
二
月
十
八
日
に
「
食
事
後
…
…
八
言
の
対
聯
十
七
副
を
書
く
。
食
事
後
…
…
八
言
の
対

聯
五
副
、
五
言
の
対
聯
四
十
副
を
書
く
。
夕
飯
後
、
摺
扇
（
（（

（
訳
者
註
を
書
く
、
篆
書
を
一
柄
、
楷
書

を
一
柄
（
（（
（

」
と
あ
り
、こ
の
一
日
で
八
言
対
聯
二
十
二
副
、五
言
対
聯
四
十
副
、扇
面
二
張
、

計
六
十
四
件
の
扇
対
を
書
い
た
こ
と
に
な
る
。
同
治
十
三
年
（
一
八
七
四
）
十
一
月
二
十

三
日
に
は
「
対
聯
四
十
副
を
書
く
。
…
…
摺
扇
五
柄
を
書
く
。
…
夕
飯
後
に
ま
た
摺
扇
十

五
柄
書
く
」
と
記
し
、一
日
で
対
聯
を
四
十
副
、摺
扇
を
二
十
柄
、計
六
十
件
に
も
及
ぶ
、

い
わ
ゆ
る
「
作
品
」
を
制
作
し
た
こ
と
に
な
る
（
（（
（

。
こ
う
し
た
記
述
よ
り
曽
紀
沢
も
一
日
の

う
ち
に
何
度
か
書
作
し
（
（（
（

、
数
十
件
の
作
品
を
書
く
こ
と
は
日
常
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取

で
き
る
。

　

筆
者
の
管
見
に
ふ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
日
の
揮
毫
量
が
最
も
多
い
人
物
は
何
紹
基

で
あ
る
。
道
光
十
六
年
（
一
八
三
六
）
に
進
士
と
な
り
官
途
に
就
い
て
よ
り
、
彼
の
書
を

求
め
る
人
が
絶
え
な
か
っ
た
。
道
光
十
九
年
（
一
八
三
九
）
九
月
二
十
六
日
、
郷
試
を
主

管
す
る
た
め
福
州
に
滞
在
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
「
扇
対
を
そ
れ
ぞ
れ
数
十
件
書
く
。
腕

が
脱
け
そ
う
だ
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
四
月
十
一
日
に

は
京
師
に
い
て
「
書
い
た
対
聯
は
百
に
な
り
そ
う
だ
」
と
記
し
、
翌
日
に
は
、「
大
字
の

対
聯
を
七
十
余
副
書
い
た
」
と
あ
る
（
（（
（

。
そ
の
翌
年
の
十
月
七
日
も
在
京
で
「
酔
っ
た
後
に

対
聯
を
八
十
余
り
書
い
た
。
暢
筆
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
咸
豊
二
年

（
一
八
五
二
）
九
月
八
日
も
在
京
で「
大
字
を
書
い
て
日
が
暮
れ
た
。
連
夜
対
聯
を
書
き
、

百
七
に
及
ぶ
」
と
い
う
（
（（
（

。
何
紹
基
の
対
聯
の
多
く
は
行
書
ま
た
は
行
楷
書
で
書
か
れ
て
お

り
、
そ
の
書
字
速
度
が
か
な
り
早
い
と
は
い
え
、
こ
の
量
は
ま
さ
に
驚
異
的
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
清
代
晩
期
官
僚
は
扇
面
も
ま
た
よ
く
書
い
て
お
り
、
数
量
上
で
は
対
聯
に
お
お

む
ね
匹
敵
す
る
。
そ
も
そ
も
扇
子
と
は
暑
さ
を
凌
ぐ
た
め
の
用
具
で
あ
り
、
夏
季
に
は
そ

の
需
要
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
。
曽
紀
沢
の
同
治
十
三
年
（
一
八
七
四
）
四
、
五
月
の
日

記
に
は
扇
子
に
関
す
る
記
録
が
甚
だ
多
く
な
る
。
四
月
二
十
一
日
に
「
女
性
用
の
摺
扇
二
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柄
に
四
体
を
書
く
。
…
…
夕
飯
後
に
男
性
用
の
摺
扇
一
柄
に
四
体
を
書
く
」
と
あ
り
、
二

十
三
日
に
は
「
摺
扇
二
柄
を
書
く
。
…
…
宮
扇
（
（（

（
訳
者
註
二
柄
を
書
く
。
一
つ
は
旧
作
を
録
し
、
き

わ
め
て
細
密
で
あ
る
。
一
つ
は
四
体
を
書
く
」
と
記
す
（
（（
（

。
四
月
で
は
合
計
四
十
五
柄
の
扇

子
を
、
五
月
に
は
五
十
二
柄
の
扇
子
を
書
い
て
い
る
（
（（
（

。
な
お
、
呉
大
澂
の
日
記
か
ら
は
、

同
治
八
年
（
一
八
六
九
）
の
夏
六
月
に
彼
は
少
な
く
と
も
五
十
柄
の
扇
子
を
書
い
て
い
る

こ
と
が
知
れ
る
（
（（
（

。

　

暑
さ
を
凌
ぐ
た
め
だ
け
の
道
具
で
あ
れ
ば
、
扇
面
は
季
節
限
定
の
使
用
と
な
ろ
う
。
し

か
し
、
明
代
の
書
扇
に
つ
い
て
論
じ
た
呉
鵬
氏
は
、
書
画
扇
が
芸
術
品
と
し
て
鑑
賞
さ
れ

て
お
り
、
明
代
晩
期
に
は
実
用
で
は
な
く
装
身
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
（
（（
（

。
そ
の
た
め
、四
季
を
通
じ
て
書
画
扇
の
創
作
は
行
わ
れ
た
。
同
治
十
三
年（
一

八
七
四
）
十
一
月
十
三
日
に
、
曽
紀
沢
は
一
日
に
二
十
六
柄
の
扇
子
を
書
い
て
い
る
が
、

こ
の
時
期
は
仲
冬
で
あ
る
（
（（
（

。
光
緒
三
年
（
一
八
七
七
）
二
月
二
十
八
日
に
は
「
夕
飯
後
、

静
臣
弟
の
た
め
に
扇
を
書
く
。
金
泥
字
を
挿
入
し
た
も
の
を
四
扇
、
五
色
字
、
金
泥
字
の

も
の
を
三
十
扇
書
く
」
と
い
う
（
（（
（

。
時
に
仲
春
で
あ
る
が
、
一
晩
に
三
十
余
り
も
の
扇
子
を

書
い
て
い
る
。
こ
の
数
量
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

三
、
対
聯
・
扇
面
の
使
用

　

対
聯
は
清
代
初
期
よ
り
流
行
し
始
め
、
清
代
中
晩
期
に
は
日
常
生
活
の
中
で
広
汎
に
使

用
さ
れ
て
い
た
。
芸
術
作
品
と
し
て
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
冠
婚
葬
祭
の
際
に
は
対
聯

が
用
い
ら
れ
た
。
あ
る
一
官
僚
に
よ
れ
ば
、
親
し
い
同
僚
の
母
親
の
誕
生
日
に
は
寿
聯
を

書
き
、
友
人
の
子
が
結
婚
す
れ
ば
喜
聯
を
書
き
、
親
族
が
逝
去
す
れ
ば
挽
幛
や
、
時
に
は

加
え
て
挽
聯
を
書
い
た
と
い
う
。
光
緒
十
八
年
（
一
八
九
二
）
夏
、
李
鴻
章
の
後
妻
で
あ

る
趙
小
蘭
が
逝
去
し
た
。
李
鴻
章
は
無
数
の
幛
聯
を
受
け
と
り
、
こ
の
時
期
の
書
簡
で
は

「
内
子
の
喪
に
際
し
、
私
の
過
労
を
慰
問
く
だ
さ
り
、
素
幛
を
遠
く
よ
り
送
っ
て
く
だ
さ

り
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
厚
誼
、
感
謝
の
念
に
た
え
ま
せ
ん
（
（（
（

」
と
い
っ
た
語
が

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。『
李
鴻
章
全
集
』
に
は
こ
の
類
の
書
簡
が
少
な
く
と
も
五

十
通
ほ
ど
あ
る
が
、
実
際
に
送
ら
れ
て
き
た
幛
聯
の
数
は
、
そ
れ
を
遥
か
に
上
回
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
李
鴻
章
自
身
も
大
量
の
幛
聯
を
書
い
て
い
る
。
広
東
巡
撫
の
劉
瑞
芬
（
一
八
二

七
�
一
八
九
二
）
が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
、
李
鴻
章
は
そ
の
子
劉
世
瑋
（
丙
卿
）
へ
の
書

簡
中
に
「
幛
聯
を
同
封
し
ま
し
た
。
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
建
の
水
師
提
台
の
彭
紀
南
の
母
が
逝
去
し
て
ま
も
な
く
、
李
鴻
章
は
弔
信
を
送
り
「
遠

方
ゆ
え
自
ら
参
れ
ま
せ
ん
が
、
幛
聯
を
同
封
し
ま
す
。
代
わ
り
に
霊
幃
に
供
え
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
」
と
記
し
て
い
る
。
閩
浙
総
督
の
卞
宝
第
（
一
八
二
四
�
一
八
九
三
）、
浙
江

道
台
の
李
輔
耀
の
父
親
、
河
南
河
北
道
台
の
潘
牽
之
の
父
親
、
総
理
各
国
事
務
大
臣
の
鄧

承
修
（
一
八
四
一
�
一
八
九
二
）、
い
ず
れ
も
逝
去
時
に
李
鴻
章
は
幛
聯
を
贈
っ
て
い
る
（
（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
対
聯
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
用
途
は
日
常
生
活
に
お
け
る
礼
品
、
す

な
わ
ち
贈
物
で
あ
る
。
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）
に
翁
同
龢
は
回
葬
の
た
め
亡
妻
と
兄
の

棺
の
護
送
に
当
た
っ
た
が
、
そ
の
道
中
の
各
地
方
官
は
区
域
ご
と
に
官
兵
と
車
船
を
派
遣

し
て
運
搬
に
当
た
っ
た
。
尽
力
し
て
く
れ
た
官
兵
に
翁
同
龢
は
労
い
の
た
め
に
銀
を
渡

し
、
そ
の
他
に
扇
対
も
贈
っ
て
い
る
。
八
月
十
五
日
に
は
「
夜
、
両
弁
に
派
遣
し
て
い
た

者
が
帰
っ
て
き
た
。そ
れ
ぞ
れ
十
両
と
扇
対
を
渡
し
た
」と
あ
り
、ま
た
九
月
四
日
に
は「
鼎

営
の
三
炮
艇
に
派
遣
し
て
い
た
者
た
ち
が
帰
っ
て
き
た
。
各
々
二
金
と
扇
対
を
報
酬
と
し

て
渡
し
た
。
水
夫
は
船
ご
と
に
三
千
人
い
る
」と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
同
治
十
年
（
一
八
七
一
）

十
二
月
二
十
三
日
に
翁
同
龢
の
母
が
没
し
、
翌
年
夏
、
彼
は
亡
父
と
合
葬
す
る
た
め
故
郷

で
あ
る
常
熟
に
母
の
霊
柩
を
運
ん
だ
。
こ
の
時
も
ま
た
、
沿
道
の
官
兵
に
時
に
は
銀
を
、

ま
た
別
に
扇
対
も
贈
っ
て
い
る
（
（（
（

。

　

以
上
は
私
的
な
用
途
で
あ
っ
た
が
、
公
的
な
場
で
も
書
法
は
贈
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て
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い
た
。
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
八
月
四
日
、
同
治
皇
帝
の
陵
寝
で
あ
る
恵
陵
の
修
造
大

臣
の
一
人
で
あ
っ
た
翁
同
龢
は
「
監
督
や
監
修
の
諸
君
、
お
よ
び
遵
化
州
の
各
官
に
答
礼

訪
問
し
た
。
…
…
同
行
の
段
□
□
、
李
常
林
に
は
二
金
と
扇
対
を
報
酬
と
し
て
与
え
た
」

と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
慈
安
太
后
は
光
緒
七
年（
一
八
八
一
）三
月
十
日
に
世
を
去
っ
た
た
め
、

九
月
、
翁
同
龢
は
殯
事
で
忙
し
く
、
協
力
者
に
は
銀
だ
け
で
な
く
扇
対
を
贈
っ
て
お
り
、

「
家
主
の
劉
姓
に
二
両
と
扇
対
、
茶
房
に
二
両
、
厨
房
係
に
四
両
、
陳
親
方
に
二
両
、
張

姓
に
二
両
と
扇
対
、
王
姓
の
子
供
に
二
両
と
扇
対
、
子
供
の
名
は
博
謙
、
元
気
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。
雑
役
に
京
製
銭
五
吊
と
伝
令
役
の
張
聯
芳
に
は
贈
物
を
四
つ
と
二
両
と
扇
対
、

段
隊
長
に
物
と
扇
対
、李
長
齢
に
茸
一
両
と
扇
対
を
贈
る
、恒
和
廠
に
菜
と
扇
対
を
贈
る
、

李
瑛
に
菜
と
扇
対
二
つ
を
贈
る
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

曽
国
藩
は
太
平
軍
作
戦
の
際
、
部
下
へ
の
褒
賞
と
し
て
自
ら
の
書
を
与
え
る
こ
と
ま
で

も
あ
っ
た
。
朝
廷
が
戦
功
を
立
て
た
軍
官
に
対
し
て
論
功
行
賞
を
授
け
る
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
湘
軍
統
帥
と
し
て
彼
は
自
ら
の
書
を
贈
り
部
下
の
感
情
を
繫
ご
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
咸
豊
八
年
（
一
八
五
八
）
八
月
十
一
日
、曽
国
藩
は
「
食
事
後
に
対
聯
を
七
つ
書
く
。

水
師
営
の
陳
発
祥
ら
の
四
船
、得
勝
と
張
定
元
を
賞
す
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
同
治
二
年
（
一

八
六
三
）
二
月
六
日
に
は
「
去
年
、
各
営
官
に
は
大
変
な
苦
労
を
か
け
た
。
こ
れ
を
労
う

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
一
人
ず
つ
に
対
聯
を
贈
る
。
午
後
に
十
七
対
を
書
き
上
げ
た
」

と
い
い
、
七
日
に
は
「
食
事
後
に
二
十
の
対
聯
を
書
く
」
と
し
、
ま
た
八
日
に
「
食
事
後

に
対
聯
を
七
つ
書
く
」、
九
日
に
「
昼
食
後
に
四
十
余
り
の
対
聯
に
落
款
を
入
れ
、
各
営

官
に
贈
る
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
揮
毫
に
時
間
は
か
か
ら
な
い
と
は
い
え
、
彼
も
安
易
に
与

え
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
記
に
は
「
営
官
に
各
々
対
聯
一
つ
を
与
え
た
。
丙
辰
の
冬

に
す
で
に
与
え
た
者
に
は
今
回
は
贈
ら
な
い
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

在
京
の
、
特
に
高
官
の
官
僚
に
は
も
う
一
種
の
書
法
の
応
酬
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
科
挙

の
た
め
に
京
師
に
や
っ
て
き
た
受
験
生
た
ち
へ
の
対
応
で
あ
る
。
旧
時
に
お
い
て
科
挙
は

一
人
の
士
人
の
前
途
、
さ
ら
に
家
族
の
栄
誉
が
か
か
っ
て
お
り
、
合
格
す
れ
ば
明
る
い
未

来
が
広
が
り
、
落
第
す
れ
ば
暗
然
と
し
て
帰
郷
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
清
代
晩
期
に
お
い

て
、
落
第
者
は
帰
郷
す
る
前
に
在
京
の
官
僚
（
特
に
試
験
管
）
に
書
を
求
め
る
習
わ
し
が

あ
っ
た
。
翁
同
龢
は
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）
四
月
十
六
日
に
「
横
街
に
戻
り
応
酬
字
を

書
く
。
お
お
む
ね
書
き
終
わ
っ
た
。
皆
応
試
の
落
第
者
で
あ
る
」と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、

光
緒
三
年
（
一
八
七
七
）
四
月
十
二
日
に
は
「
対
聯
を
書
く
の
に
実
に
多
忙
で
あ
る
。
皆

落
第
し
て
帰
郷
す
る
者
た
ち
で
あ
る
」
と
い
う
（
（（
（

。
さ
ら
に
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）
四

月
十
七
、
十
八
日
に
「
ま
た
扁
額
と
対
聯
を
五
十
七
件
書
い
た
。
皆
落
第
し
て
帰
る
客
で

あ
る
。
疲
労
困
憊
だ
」
と
も
記
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

落
第
生
の
た
め
の
応
酬
書
は
一
定
期
間
忙
し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
試
験
は
そ
う

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
常
生
活
の
中
で
は
、
同
僚
や
友
人
、
同
郷
人

へ
の
応
酬
書
が
よ
り
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
翁
同
龢
は
光
緒
十
六
年
（
一
八
九
〇
）
九
月

二
十
日
に
「
銘
鼎
臣
の
巴
溝
の
別
荘
へ
行
っ
た
、
生
琴
軒
に
は
同
僚
九
人
が
滞
在
し
て
お

り
鼎
臣
は
酒
食
を
供
し
、
使
者
は
行
き
来
し
て
い
る
。
夕
暮
れ
に
は
曠
然
亭
に
登
り
、
千

里
を
遥
か
に
眺
め
た
」と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
三
日
後
の
日
記
に
は「
対
聯
を
書
く
。

前
日
の
巴
溝
に
泊
ま
っ
た
時
に
友
人
に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
対
聯
を
二
十
副
、
屛

を
十
条
。
あ
ま
り
に
多
く
、
息
つ
く
間
も
な
く
疲
れ
る
」
と
い
う
（
（（
（

。
別
荘
の
集
ま
り
に
参

加
し
た
十
人
の
友
人
が
各
々
対
聯
を
二
副
ず
つ
、
屛
条
を
一
条
ず
つ
求
め
、
一
度
の
集
ま

り
の
た
め
に
彼
は
三
十
も
の
応
酬
書
法
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
類
す

る
記
録
は
清
代
晩
期
官
僚
の
日
記
や
書
簡
に
頻
出
す
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、

い
ち
い
ち
列
挙
し
な
い
。

　
　
　

四
、
書
写
効
率
の
向
上

　

日
常
生
活
に
お
け
る
書
法
の
需
要
の
急
増
に
伴
い
、
清
代
晩
期
官
僚
ら
は
書
写
効
率
を
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向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
法
（
あ
る
も
の
は
、
す
で
に
先
達
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
有
効
な
方

法
で
あ
る
が
）
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
章
で
は
、（
一
）書
写
内
容
の
準
備
、（
二
）

本
文
と
落
款
を
別
に
書
写
す
る
、（
三
）
墨
汁
の
購
入
と
墨
磨
り
機
の
製
造
、（
四
）
代
筆

の
依
頼
、
と
い
う
各
方
面
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

（
一
）
書
写
内
容
の
準
備

　

書
法
と
は
基
本
的
に
文
字
を
扱
う
芸
術
で
あ
る
た
め
、
書
写
量
が
増
え
れ
ば
そ
れ
だ
け

文
字
内
容
の
準
備
も
ま
た
大
変
に
な
る
。
扇
面
は
古
典
の
一
部
分
や
一
、
二
首
の
詩
な
ど

を
抜
き
書
き
す
れ
ば
よ
く
、
準
備
作
業
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
対
聯
は
、
通
常
二
十
足

ら
ず
の
字
が
書
か
れ
る
が
、
対
偶
句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
聯
の
制
作
や
揮
毫
の
現

場
の
状
況
に
つ
い
て
曽
国
藩
の
日
記
に
は
「
酉
初
対
聯
を
九
つ
書
く
。
う
ち
二
件
は
寿
聯

で
あ
り
、
句
を
作
り
な
が
ら
書
く
」
と
記
さ
れ
る
（
（（
（

。「
句
を
作
り
な
が
ら
書
く
」
の
で
あ

れ
ば
、
自
然
と
完
成
ま
で
の
速
度
に
も
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。
曽
国
藩
が
言
及
し
て
い
る

九
副
の
対
聯
の
う
ち
、
七
副
は
そ
の
場
で
句
を
作
っ
た
の
で
は
な
く
、
予
め
自
分
で
作
っ

て
お
い
た
か
、ま
た
は
他
人
の
句
を
抄
録
し
た
か
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
は
ま
た
「
対

聯
を
六
副
書
く
。
そ
の
う
ち
纂
句
は
二
副
で
あ
る
（
（（
（

」
と
も
記
し
て
お
り
、
彼
が
書
い
た
対

聯
の
中
で
自
撰
の
句
は
か
な
り
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

一
日
の
書
作
の
中
で
多
数
を
占
め
る
の
が
対
聯
で
あ
る
た
め
、
揮
毫
と
同
時
に
句
を
作

っ
た
可
能
性
は
低
い
（
（（
（

。そ
の
た
め
、揮
毫
前
に
文
字
内
容
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

準
備
す
る
対
偶
句
は
あ
る
時
は
自
撰
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
の
場
合
は
既
成
の
句
や
、

ま
た
他
人
の
句
を
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
冠
婚
葬
祭
に
関
わ
る
対
聯
は
内
容
が
あ
る
程

度
決
ま
っ
て
お
り
限
定
的
で
あ
る
が
、
観
賞
用
の
対
聯
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

　

清
代
晩
期
官
僚
の
多
く
は
対
聯
の
制
作
に
長
じ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
長
期
に
及
ぶ
訓
練

の
結
果
と
言
え
る
。
旧
時
の
文
人
は
み
な
詩
作
の
心
得
が
あ
り
、
七
律
、
五
律
の
中
に
は

必
ず
対
句
を
含
め
た
。
な
お
、
文
人
は
科
挙
の
試
験
準
備
の
た
め
、
八
股
文
を
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
王
凱
符
は
、
八
股
文
と
八
股
取
士
の
広
ま
り
が
明
清
時
代
の
対
聯
の
発

展
に
も
た
ら
し
た
作
用
を
論
じ
た
が
、
論
中
に
「
八
股
文
が
対
聯
に
与
え
た
影
響
は
二
方

面
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
八
股
文
は
対
句
を
用
い
る
た
め
、
八
股
文
を
作
る
中
で
自

然
に
対
聯
も
作
れ
る
よ
う
に
な
る
。
二
つ
目
は
、
科
挙
の
試
験
の
た
め
に
、
多
種
多
様
な

学
校
、
一
般
的
な
村
塾
か
ら
最
高
学
府
で
あ
る
国
士
監
に
至
る
ま
で
み
な
八
股
文
を
学
習

さ
せ
た
。
そ
れ
は
対
聯
を
作
る
た
め
の
基
礎
訓
練
と
な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
（（
（

。
つ
ま

り
、
こ
の
よ
う
に
科
挙
を
通
過
し
て
仕
途
に
進
ん
だ
清
代
晩
期
の
官
僚
ら
は
み
な
童
子
の

功
に
よ
り
対
聯
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

対
聯
の
揮
毫
が
あ
ま
り
に
多
い
た
め
、
少
な
か
ら
ぬ
官
僚
が
対
句
の
抄
録
を
備
え
て
い

た
よ
う
だ
。
郭
嵩
燾
は
五
百
句
近
く
の
聯
語
を
抄
録
し
て
い
た
（
（（
（

。
ま
た
、
呉
大
澂
は
一
八

六
七
年
八
月
一
日
に
「
午
後
、
子
良
丈
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
が
会
え
な
か
っ
た
。
松
竹
斎

に
行
き
対
聯
の
紙
を
買
う
。
輯
庭
の
所
に
行
き
、望
雲
・
菱
舫
と
聯
句
を
数
十
副
つ
く
る
。

深
夜
ま
で
及
び
よ
う
や
く
眠
れ
た
」
と
記
す
（
（（
（

。
こ
の
記
述
よ
り
呉
大
澂
は
日
頃
琉
璃
廠
で

紙
を
買
い
、
友
人
と
共
に
聯
句
を
作
っ
て
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
呉
大

澂
は
手
元
に
大
篆
の
聯
語
百
七
十
五
句
を
手
録
し
て
い
た
と
い
う
記
録
も
残
る
（
（（
（

。
平
時
よ

り
集
め
て
お
け
ば
、
対
聯
を
書
く
時
に
抄
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
挿
図
2
）。
こ
の
よ

う
に
日
常
生
活
の
中
で
聯
語
を
輯
録
し
て
お
く
こ
と
は
、
乾
嘉
以
来
（
あ
る
い
は
よ
り
早

期
か
ら
）
文
人
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
咸
豊
十
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
五
日
、
潘
祖
蔭
（
伯
寅
）

は
郭
嵩
燾
に
彼
の
祖
父
で
あ
り
か
つ
て
大
学
士
に
も
任
じ
ら
れ
た
潘
世
恩
（
一
七
六
九
�

一
八
五
四
）
が
「
聯
語
を
手
録
し
、
数
字
を
付
す
」
と
記
し
た
一
冊
を
示
し
た
。
郭
嵩
燾

は
そ
れ
に
二
首
の
詩
と
跋
文
を
寄
せ
て
お
り
「
歳
は
丁
未
に
あ
り
。
か
つ
て
文
恭
公
（
潘

世
恩
）
に
乞
い
楹
書
を
習
っ
た
。
十
年
の
兵
火
に
よ
っ
て
、
旧
蔵
の
書
帖
は
み
な
散
逸
し

て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
書
の
み
は
残
っ
た
。
伯
寅
理
卿
（
潘
祖
蔭
）
は
我
が
師
が
手
録
し
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た
聯
語
の
一
冊
を
見
せ
て
く
れ
た
。
敬
し
み
て
二
詩
を
後
に
題
す
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
な

お
、
呉
大
澂
の
師
で
あ
る
馮
桂
芬
（
一
八
〇
九
�
一
八
七
四
）
も
ま
た
対
聯
の
輯
録
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
（
（（
（

。

　

多
く
の
官
僚
ら
は
多
忙
の
た
め
、
対
聯
を
専
門
的
に
書
く
代
筆
人
に
依
頼
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
張
佩
綸
（
一
八
四
八
�
一
九
〇
三
）
は
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）
正
月
十
九
日

に
「
李
光
禄
の
祠
が
落
成
し
た
。
合
肥
の
た
め
対
聯
を
代
筆
し
、
三
日
で
六
聯
を
書
き
上

げ
た
が
、
思
考
が
難
渋
し
て
い
る
。
嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ
」
と
記
す
（
（（
（

。
こ
こ
で
い
う
「
合

肥
」
は
李
鴻
章
を
指
す
。
李
鴻
章
の
女
婿
で
あ
る
張
佩
綸
は
当
時
、
李
の
幕
中
に
あ
り
、

そ
の
た
め
李
鴻
章
の
代
筆
を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
呉
大
澂
も
か
つ
て
潘
祖
蔭
の
代
筆
人
と
し
て
対
聯
を
書
い
て
い
た
。
同
治
十
年

（
一
八
七
一
）
末
、
同
治
帝
の
大
婚
を
翌
年
に
控
え
、
朝
廷
は
皇
后
の
寝
宮
の
扁
対
屛
幅

な
ど
の
揮
毫
を
潘
祖
蔭
に
命
じ
た
が
、
彼
一
人
で
は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
。
当
時
、
翰
林

院
供
職
で
あ
っ
た
呉
大
澂
は
顧
肇
熙
（
一
八
四
一
�
一
九
一
〇
）
と
許
玉
瑑
（
一
八
二
七
�

一
八
九
三
）
を
招
き
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。
潘
祖
蔭
は
呉
大
澂
に
宛
て
た
書
簡
中
に
「
皇

后
の
邸
宅
の
扁
額
と
対
聯
、
屛
幅
は
三
百
件
余
り
も
あ
る
。
正
月
五
日
ま
で
に
渡
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
に
今
日
命
が
降
っ
た
。
我
が
弟
よ
、
明
日
の
昼
頃
か
ら
助
け
に

来
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
年
末
に
こ
の
よ
う
に
煩
わ
せ
る
こ
と
は
、
本
当
に
無
茶
な

お
願
い
で
あ
る
（
な
お
、
正
月
の
二
・
三
・
四
日
も
ど
う
か
来
て
く
だ
さ
い
、
お
時
間
を
作
っ

て
も
ら
え
ま
す
か
？　

底
本
と
正
本
は
、
私
が
自
分
で
書
き
ま
す
）」
と
頼
み
込
ん
で
い
る
（
（（
（

。

ま
た
潘
祖
蔭
は
鮑
康
（
一
八
一
〇
�
一
八
八
一
）
へ
の
書
簡
の
中
で
も
「
休
む
暇
も
な
く
、

連
日
揮
毫
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。
清
卿
の
諸
君
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
片
時
も
手
を
休
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
苦
し
み
な
が
ら
筆
を
執
っ
て
い
ま
す
」
と

嘆
い
て
い
る
（
（（
（

。

　

な
お
、
清
代
晩
期
に
は
多
数
の
対
聯
書
が
あ
り
人
々
は
そ
れ
を
参
考
に
し
て
い
た
よ
う

挿図 2　集大篆楹聯　呉大澂
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だ
。
同
治
十
三
年
（
一
八
七
四
）
十
一
月
二
十
四
日
、
曽
紀
沢
は
「
辰
初
に
起
床
、『
楹

聯
叢
話
』を
め
く
っ
た
」と
記
す
（
（（
（

。
光
緒
八
年（
一
八
八
二
）四
月
十
七
日
に
は「
茶
食
後
、『
雙

魚
罌
斎
偶
語
鈔
』
を
読
む
」
と
い
う
（
（（
（

。
光
緒
三
年
（
一
八
七
七
）
三
月
一
日
に
は
「
卯
正

に
起
き
る
。
漢
碑
鈔
本
を
読
み
、
吉
語
を
摘
録
し
た
」
と
あ
る
（
（（
（

。
漢
碑
の
中
に
は
吉
祥
語

が
多
く
、
対
仗
の
句
も
あ
る
た
め
、
曽
紀
沢
は
平
素
よ
り
摘
録
し
て
手
控
え
と
し
て
お
い

た
の
だ
ろ
う
。『
曽
紀
沢
日
記
』
中
に
は
「
聯
語
を
集
め
る
」
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る
（
（（
（

。

（
二
）
本
文
と
落
款
を
別
に
書
写
す
る

　

清
代
晩
期
官
僚
の
中
に
は
対
聯
を
揮
毫
す
る
際
に
、
落
款
は
書
か
ず
に
し
ば
ら
く
対
句

の
み
を
書
き
、
あ
る
程
度
の
量
が
溜
ま
っ
て
か
ら
ま
と
め
て
落
款
を
書
く
こ
と
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。そ
の
都
度
、筆
を
換
え
ず
に
す
む
た
め
効
率
が
上
が
る
。曽
国
藩
の
日
記
に
は「
巳

刻
、
対
聯
三
件
を
書
き
、
下
款
を
十
余
り
書
く
。
皆
竹
屋
に
送
っ
た
」
と
あ
る
（
（（
（

。
こ
こ
で

い
う
「
下
款
」
と
は
、
落
款
の
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、
曽
紀
沢
の
日
記
に
も
似
た
よ
う
な

記
述
が
散
見
さ
れ
、例
え
ば
同
治
十
三
年（
一
八
七
四
）十
一
月
二
十
八
日「
対
聯
を
二
副
、

屛
幅
を
四
紙
書
く
。
食
事
後
は
四
体
屛
条
を
四
紙
、
対
聯
の
落
款
を
五
副
書
く
。
…
…
対

聯
の
落
款
を
十
五
副
、
摺
扇
の
落
款
を
十
五
柄
書
く
。
夕
飯
後
は
ま
た
五
柄
書
く
」
と
あ

る
（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
対
句
の
み
書
き
、
落
款
を
書
か
な
い
で
お
く
こ
と
で
様
々
な
要
求
に
柔
軟

な
対
応
が
取
れ
る
。
曽
紀
沢
は
欧
州
へ
出
使
し
て
い
た
時
期
、
あ
ら
か
じ
め
書
い
て
お
い

た
書
作
品
を
携
行
し
、
咄
嗟
の
要
求
に
備
え
た
。
光
緒
七
年
（
一
八
八
一
）
四
月
十
一
日

の
彼
の
日
記
に
は
「
早
年
に
書
い
て
お
い
た
楹
聯
、
屛
幅
な
ど
を
整
理
し
て
、
対
聯
一
副

と
屛
条
四
幅
に
落
款
を
入
れ
て
日
本
駐
俄
大
使
館
の
尾
崎
三
良
氏
に
贈
る
。
さ
ら
に
一
函

書
き
彼
へ
の
答
謝
と
し
た
」
と
あ
る
（
（（
（

。
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
い
た
作
品
に
上
款
と
下

款
（
年
款
を
含
む
）
を
新
た
に
書
き
込
ん
で
人
に
贈
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
受
け
取
っ
た

側
は
自
分
の
た
め
に
最
近
書
い
た
書
で
あ
る
と
思
う
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
墨
汁
の
購
入
と
墨
磨
り
機
の
製
造

　

字
を
書
く
た
め
の
準
備
の
中
で
も
、
墨
を
磨
る
の
は
最
も
時
間
が
か
か
る
作
業
で
あ
ろ

う
。
書
写
量
が
増
え
れ
ば
、
磨
墨
も
ま
た
少
な
か
ら
ぬ
負
担
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
明
代
晩
期
の
文
人
た
ち
も
記
録
を
残
し
て
い
る
。
嘉
慶
（
一
七
九
六
�
一
八
二
〇
）・
道

光
（
一
八
二
一
�
一
八
五
〇
）
年
間
の
学
者
で
あ
る
張
穆
（
一
八
〇
八
�
一
八
四
九
）
の
題

記
中
に
、
彼
の
友
人
で
あ
る
許
瀚
（
印
林
、
一
七
九
七
�
一
八
六
六
）
の
苦
労
話
が
活
写
さ

れ
て
お
り
、
家
童
が
磨
墨
に
奮
闘
す
る
情
景
を
伝
え
る
。
文
で
は
「
道
光
二
十
一
年
（
一

八
四
一
）
春
、印
林
の
仁
兄
が
会
試
の
た
め
都
に
や
っ
て
き
て
、跫
喜
の
斎
に
寄
寓
し
た
。

す
る
と
彼
の
書
を
求
め
て
門
が
塞
が
る
ほ
ど
の
人
が
押
し
寄
せ
た
。
家
童
が
靡
墨
す
る
音

は
響
き
渡
り
、
彼
の
腕
は
抜
け
そ
う
だ
」
と
記
さ
れ
、
実
に
大
量
の
墨
が
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
（
（（
（

。

　

清
代
晩
期
の
官
僚
の
日
記
に
は
自
分
で
磨
墨
し
た
記
録
も
あ
る
が
、
決
し
て
多
く
は
な

い
（
（（
（

。
大
字
の
揮
毫
は
大
量
の
墨
を
消
費
す
る
が
、
そ
う
し
た
時
は
書
童
が
代
わ
り
に
墨
を

磨
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
一
日
に
数
十
副
の
対
聯
を
書
く
の
で
あ
れ
ば
、
一
人
の
書
童

が
一
日
中
墨
を
磨
っ
た
と
し
て
も
足
り
な
い
。
そ
こ
で
、
既
製
品
の
墨
汁
が
購
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
銭
存
訓
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
中
期
に
は
液
体
の
墨
汁
は

す
で
に
生
産
さ
れ
て
お
り
、
最
初
は
主
に
商
業
用
（
印
刷
業
な
ど
）
に
用
い
ら
れ
た
と
い

う
（
（（
（

。
光
緒
年
間
に
な
り
、
墨
汁
の
製
造
技
術
は
進
化
し
、
一
部
の
文
人
た
ち
は
墨
汁
を
常

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
光
緒
十
六
年
（
一
八
九
〇
）
三
月
十
八
日
、
葉
昌
熾
は
「
允
之

と
と
も
に
廠
の
東
に
赴
き
得
一
閣
に
て
墨
汁
を
買
っ
た
。
店
主
は
謝
吉
暉
と
い
い
、
名
は

嵩
梁
、
湖
南
人
で
あ
る
。
著
作
に
『
今
文
房
四
譜
』
が
あ
り
、
紙
墨
の
性
質
に
つ
い
て
と

て
も
詳
し
く
論
じ
る
。
墨
汁
の
価
格
は
二
千
泉
か
ら
十
両
に
至
る
。「
雲
頭
豔
」
と
い
う
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名
前
の
も
の
は
墨
中
に
紫
が
か
っ
た
光
が
あ
り
、
風
の
強
い
日
や
乾
燥
の
激
し
い
日
に
使

え
ば
ま
す
ま
す
潤
い
が
増
す
と
い
う
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
翌
年
の
四
月
十
二
日
に
は

「
午
後
、
詠
春
と
勝
之
を
訪
ね
る
。
と
も
に
一
得
閣
に
行
き
墨
汁
を
買
う
。
主
人
の
謝
祏

生
に
は
煙
霞
の
癖
（
（（

（
訳
者
註

が
あ
る
も
の
の
、
墨
理
を
論
じ
る
と
、
実
に
微
妙
を
極
め
て
い
る
。
程

君
房
や
方
于
魯
も
み
な
及
ば
な
い
ほ
ど
だ
」と
あ
る
（
（（
（

。一
得
閣
は
北
京
の
琉
璃
廠
に
あ
り
、

創
立
は
同
治
初
年
（
一
八
六
〇
年
代
）、
墨
汁
を
専
門
的
に
扱
っ
た
。
葉
昌
熾
は
友
人
を
伴

っ
て
二
度
訪
れ
て
墨
汁
を
購
入
し
、
そ
の
品
質
を
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
み
て

墨
汁
の
品
質
は
十
九
世
紀
末
に
は
か
な
り
の
高
水
準
に
達
し
、
少
な
か
ら
ぬ
人
が
使
用
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
磨
り
た
て
の
墨
に
比
べ
れ
ば
墨
汁
は
や
は
り
劣
る
。
そ
こ
で
、
墨
磨

り
機
の
製
造
を
思
い
立
つ
者
が
現
れ
て
く
る
。
王
学
雷
氏
が
か
つ
て
証
明
し
た
が
、
蘇
州

の
職
業
書
法
家
の
姚
孟
起
（
一
八
三
八
�
一
八
九
六
後
）
は
光
緒
五
年
（
一
八
七
九
）
に
時

計
店
に
委
託
し
て
一
台
の
墨
磨
り
機
を
製
造
し
た
。
姚
は
「
手
で
磨
る
よ
り
十
倍
早
く
磨

れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
姚
孟
起
の
墨
磨
り
機
は
、
お
そ
ら
く
ぜ
ん
ま
い
駆
動
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
二
年
後
（
一
八
八
一
）、
曽
紀
沢
の
欧
州
出
使
に
随
行
し
た

謝
智
卿
も
墨
磨
り
機
を
製
造
し
て
い
る
（
（（
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
曽
紀
沢
は
光
緒
七
年
（
一
八

八
一
）
正
月
、
ロ
シ
ア
滞
在
中
の
二
十
五
日
の
日
記
に
「
食
事
後
小
村
の
家
で
墨
磨
り
機

を
し
ば
ら
く
見
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
後
彼
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
と
移
動
す

る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
中
に
「
ロ
シ
ア
で
作
っ
た
墨
磨
り
機
を
試
動
さ
せ
、
智
卿
と
相

談
し
た
」
と
あ
る
。
墨
磨
り
機
の
改
良
の
必
要
か
ら
「
智
卿
の
部
屋
で
ひ
と
し
き
り
話
し

合
う
。
墨
磨
り
機
を
試
演
さ
せ
て
み
た
」「
夕
飯
後
、
妹
の
部
屋
で
墨
磨
り
機
を
見
る
」

と
も
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
謝
智
卿
の
墨
磨
り
機
は
欧
州
で
製
造
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
駆
動
か
は
不
詳
で
あ
る
。
墨
汁
の
製
造
の
み
な
ら
ず
墨
磨
り
機
も
ま
た
清
代
晩
期
に

発
明
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
や
は
り
文
人
ら
の
日
常
の
書
写
量
の
増
大
に
伴
う
も
の

で
あ
ろ
う
。

（
四
）
代
筆
の
依
頼

　

代
筆
に
関
し
て
は
多
数
の
先
行
研
究
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
清
代
晩
期
の
官
僚
に
限

り
簡
単
に
紹
介
す
る
に
留
め
た
い
。
清
代
晩
期
の
地
方
官
の
幕
僚
の
中
に
は
、
幕
主
の
代

筆
人
を
務
め
た
者
た
ち
が
存
在
す
る
。
北
京
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
吉
林
在
住

時
（
一
八
八
〇
年
代
）
の
呉
大
澂
の
公
文
書
の
草
稿
に
は
、
ど
の
書
簡
を
呉
大
澂
自
ら
が

書
写
し
、
ど
の
書
簡
は
幕
僚
が
代
筆
し
た
か
明
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
代
筆
書

簡
の
筆
跡
は
、
呉
大
澂
の
も
の
と
き
わ
め
て
よ
く
類
似
し
て
お
り
、
幕
僚
中
に
は
代
筆
に

長
じ
た
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
曽
国
藩
や
翁
同
龢
の
よ
う
な
高
官
も
、
代
筆

を
依
頼
し
て
い
た
。
曽
国
藩
の
日
記
に
は
「
諸
々
の
応
酬
の
書
を
整
理
し
た
。
劉
裕
軒
に

代
筆
を
頼
み
、
条
幅
を
五
枚
、
扇
を
二
柄
書
い
て
も
ら
う
」
と
あ
る
（
（（
（

。
翁
同
龢
の
日
記
で

は
「
孝
侯
の
子
に
頼
ん
で
諸
邸
に
摺
扇
を
書
い
て
贈
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
記
述
が
見
え

る
（
（（
（

。

　

曽
紀
沢
も
ま
た
、
代
筆
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
時
に
、
自
分
で
書
く
だ
け
で
は

間
に
合
わ
ず
、
一
部
分
は
自
分
で
書
き
、
他
の
部
分
は
代
筆
を
頼
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
光

緒
十
四
年
（
一
八
八
八
）
九
月
、
曽
紀
沢
は
北
京
に
滞
在
し
て
お
り
応
酬
書
を
大
量
に
抱

え
て
い
た
。
こ
の
月
の
十
五
日
「
…
…
対
聯
を
書
く
。
夕
方
頃
、
徳
貞
が
来
て
話
す
。
ま

た
対
聯
と
、
続
け
て
前
よ
り
計
画
し
て
い
た
中
幅
一
幀
を
書
く
、
対
聯
十
五
副
は
、
専
ら

上
下
の
款
だ
け
を
書
く
。
覲
農
が
代
筆
人
を
探
し
て
き
て
く
れ
た
が
、
落
款
は
自
分
で
書

く
こ
と
に
し
た
」
と
あ
る
（
（（
（

。
対
聯
の
大
字
は
代
筆
を
頼
み
、
落
款
は
自
分
で
書
い
て
い
る

点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。さ
ら
に
、彼
は
部
分
的
に
代
筆
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
り
、

同
治
十
三
年
（
一
八
七
一
）
十
一
月
二
十
七
日
に
は
「
三
体
書
を
四
柄
書
く
。
楷
書
は
す

べ
て
錦
堂
が
代
筆
し
、
私
は
篆
書
・
隷
書
・
草
書
の
部
分
を
書
い
た
」
と
い
う
記
述
も
あ
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五
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る
（
（（
（

。

　

本
章
で
は
書
写
効
率
の
向
上
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
筆
者

は
こ
れ
を
書
法
家
た
ち
の
怠
惰
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
書
法
の
需
要
が
激
増
す

る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
官
僚
ら
は
応
酬
書
法
を
断
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら

こ
う
し
た
需
要
に
応
え
る
こ
と
は
社
会
的
責
任
で
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。
増
大
す
る
需
要

を
満
た
し
、
さ
ら
に
書
作
品
の
芸
術
的
品
質
を
一
定
水
準
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
個
々

の
作
品
の
制
作
時
間
を
短
縮
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
書
写
効
率
の
向
上
に
つ
い
て
正
面
か
ら
解
読
を
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

五
、
人
口
増
加
の
書
法
に
対
す
る
影
響

　

前
章
ま
で
、
清
代
晩
期
官
僚
の
日
常
生
活
に
お
け
る
日
課
と
し
て
の
習
字
、
応
酬
書
法

の
中
で
も
っ
と
も
流
行
し
た
形
式
や
書
写
量
、
書
写
効
率
の
向
上
の
た
め
の
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
。
以
下
、
二
つ
の
問
題
を
さ
ら
に
分
析
し
て
み
た
い
。
一
つ
は
、
清
代

晩
期
の
官
僚
が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
字
を
書
い
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
な
ぜ

対
聯
と
扇
面
が
こ
れ
ほ
ど
多
数
を
占
め
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
者
の
問
題
は
人

口
増
加
の
速
度
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
扇
対
と
い
う
形
式
に
関
連

す
る
。

　

一
般
的
に
、
康
熙
年
間
（
一
六
六
二
�
一
七
二
三
）
以
降
、
相
対
的
に
平
和
な
環
境
下

で
は
、
街
に
は
稲
が
植
え
ら
れ
、
北
米
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
落
花
生
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
穀
物
が
普
及
し
て
中
国
の
人
口
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
乾
隆
年
間
（
一
七
三
六
�
一
七
九
六
）
に
至
る
と
二
億
人
を
突
破
し
、
道
光
年

間
で
は
四
億
三
千
万
人
に
ま
で
激
増
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
後
、
太
平
天
国
、
捻

軍
や
回
民
蜂
起
な
ど
の
戦
乱
が
続
き
、
さ
ら
に
天
災
に
よ
る
飢
饉
の
影
響
に
よ
り
減
少
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
な
人
口
は
す
で
に
増
大
し
、
清
代
中
期
以
前
を
は
る
か
に

上
回
る
数
に
な
っ
て
い
た
（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
人
口
数
は
現
代
社
会
ほ
ど
厳
密
な
統
計
的
数
字
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
乾
隆
年
間
以
降
、
人
口
の
増
加
が
加
速
し
て
い
っ
た
こ
と
は

学
会
の
共
通
認
識
と
い
え
よ
う
。

　

な
ぜ
、
人
口
の
増
加
が
官
僚
の
応
酬
書
法
の
増
加
に
繫
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
識

字
率
が
人
口
の
増
加
後
も
大
き
く
変
化
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
書
法
に
長
じ
た
地
方
官
僚

や
名
士
た
ち
が
人
口
に
比
例
し
て
増
加
し
た
分
の
書
写
を
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
各
地
方
に
お
け
る
能
書
の
地
方
官
僚
や
文
人
ら
は
、
当
地
の
需

要
に
応
ず
る
べ
く
書
作
に
励
ん
で
い
た
。
楊
葆
光
（
一
八
三
〇
�
一
九
一
二
）
の
『
訂
頑

日
程
（
（（
（

』
を
み
る
と
、
人
に
依
頼
さ
れ
た
扇
対
を
書
く
こ
と
は
書
画
に
長
じ
た
彼
の
日
常
的

な
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
楊
葆
光
は
龍
遊
・
新
昌
の
知
県
を
務
め
た
が
そ
の
地

位
は
決
し
て
高
く
は
な
い
。
な
お
、
彼
の
日
記
に
記
さ
れ
る
扇
対
の
数
量
は
か
な
り
正
確

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
書
画
の
評
判
は
当
地
に
お
い
て
は
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
彼
の
扇
対
の
書
写
量
は
前
述
の
高
級
官
僚
に
は
遥
か
に
及
ば
な
い
。
つ
ま
り
、
人
口

の
増
長
の
速
度
に
比
例
し
て
高
官
や
著
名
な
書
家
の
書
写
量
が
増
え
る
と
は
限
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
ら
、
著
名
な
書
法

家
の
書
写
量
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
は
る
か
に
超
え
て
増
え
る
の
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、人
々

は
評
判
の
高
い
書
法
家
や
高
官
官
僚
の
書
を
求
め
る
の
が
常
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

一
日
に
百
余
り
の
対
聯
を
書
い
て
い
た
何
紹
基
を
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。
銭
松
氏
の
考

察
に
よ
れ
ば
、
何
紹
基
の
書
作
の
多
く
は
京
師
の
友
人
か
ら
の
依
頼
、
あ
る
い
は
郷
試
を

主
管
し
た
地
の
人
々
や
、
道
中
の
人
士
や
友
人
の
求
め
、
ま
た
は
故
郷
で
あ
る
長
沙
の
親

族
ら
の
要
請
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。
銭
松
氏
の
観
察
は
本
論
の
い
く
つ
か
の
観
点
と
よ

く
合
致
す
る
。
在
京
の
官
僚
が
書
を
大
量
に
書
く
の
は
、
都
に
い
る
書
法
を
愛
好
す
る
官

僚
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
各
地
方
か
ら
都
に
き
た
官
僚
の
人
士
や
子
弟
ら
も
中
央
官
僚
の
書

を
求
め
た
た
め
で
あ
る
。
何
紹
基
は
福
建
、
貴
州
、
広
東
の
郷
試
を
主
管
し
た
が
、
人
口
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二

の
増
加
に
伴
っ
て
挙
子
の
人
数
も
ま
た
増
え
、
主
た
る
試
験
官
の
書
を
求
め
る
人
も
増
加

し
た
。
し
か
も
、
故
郷
の
親
族
や
友
人
の
た
め
に
字
を
書
く
こ
と
は
成
功
し
た
官
僚
に
と

っ
て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
的
な
責
任
で
あ
り
、
故
郷
の
祖
先
の
名
を
上
げ
る
機

会
で
も
あ
っ
た
。

　

多
く
の
遠
方
に
出
向
い
た
官
僚
ら
は
自
分
の
書
を
故
郷
に
送
り
、
故
郷
の
祠
堂
や
廟

宇
、
学
堂
や
商
店
に
用
い
さ
せ
、
あ
る
い
は
親
族
や
友
人
の
た
め
に
も
書
き
、
あ
る
い
は

家
中
に
置
い
て
お
き
必
要
に
備
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
少
な
く
な
い
。
左
宗
棠（
一

八
一
二
�
一
八
八
五
）
は
同
治
九
年
（
一
八
七
〇
）
閏
十
月
十
六
日
に
子
の
孝
威
と
孝
寬
に

宛
て
た
書
簡
で
「
最
近
書
い
た
「
徐
太
常
師
碑
」
は
と
て
も
筆
力
が
強
い
、
今
二
十
枚
を

同
封
す
る
の
で
、
よ
く
し
ま
っ
て
お
き
な
さ
い
。
人
に
贈
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
連
絡
し

な
さ
い
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
多
い
と
無
理
で
す
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
一
八
八
六
年
、
呉
大

澂
は
吉
林
に
赴
き
、
ロ
シ
ア
官
僚
と
中
国
ロ
シ
ア
の
境
界
を
策
定
し
て
い
た
が
、
彼
の
吉

林
滞
在
時
の
日
記
『
皇
華
紀
程
』
に
は
彼
が
そ
の
時
期
に
八
十
あ
ま
り
の
対
聯
（
ほ
ぼ
大

半
は
篆
書
の
対
聯
）
を
書
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
（（（
（

。
呉
大
澂
は
光
緒
十
二
年
（
一
八

八
六
）
五
月
二
十
八
日
、
吉
林
か
ら
兄
で
あ
る
呉
大
根
へ
書
簡
を
出
し
て
お
り
、「
五
月

二
十
六
日
、
二
十
七
日
、
前
後
し
て
篆
書
の
対
聯
を
二
十
副
、
篆
屛
両
堂
を
送
り
ま
し
た

が
、
何
日
に
届
く
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
書
い
て
い
る
（
（（（
（

。
こ
れ
ら
の
対
聯
も
ま
た
お
そ
ら

く
、
蘇
州
の
家
中
に
備
え
置
か
れ
、
必
要
が
あ
れ
ば
親
族
や
友
人
へ
の
贈
物
に
使
う
こ
と

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
光
緒
十
七
年
（
一
八
九
一
）
十
月
一
日
に
、
親
の
喪
に
服
し
て
い

た
呉
大
澂
は
痔
疾
の
悪
化
の
た
め
武
進
の
盂
河
の
医
者
に
か
か
っ
て
い
る
。
道
中
で
甥
に

当
た
る
呉
訥
士
（
大
根
の
子
）
に
宛
て
た
手
紙
に
は
「
荷
物
の
中
に
は
小
さ
な
対
聯
が
一

副
あ
る
だ
け
で
す
。
客
庁
の
後
ろ
の
部
屋
に
七
言
の
対
聯
が
二
副
あ
る
の
で
、
念
劬
に
渡

し
て
持
っ
て
来
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
郵
送
人
に
渡
し
て
も
良
い
で
す
」
と
あ
る
（
（（（
（

。
こ
の

対
聯
は
病
を
診
断
し
て
も
ら
う
時
の
贈
物
用
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
、
呉
大
澂
が
途
中
で
揮

毫
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
痔
病
の
発
作
が
原
因
で
あ
ろ
う
（
（（（
（

。
こ
の
時
は
家
中
に

備
蓄
さ
れ
た
も
の
が
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

社
会
的
地
位
の
高
い
書
法
家
（
特
に
高
官
）
や
著
名
な
書
家
の
揮
毫
量
が
、
人
口
増
加

の
割
合
以
上
に
増
え
る
も
う
一
つ
の
原
因
と
し
て
、
書
法
の
移
動
モ
デ
ル
の
作
用
が
挙
げ

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
書
法
の
移
動
モ
デ
ル
は
三
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
比
較

的
対
等
な
移
動
、
一
つ
は
下
か
ら
上
に
対
す
る
移
動
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
上
か
ら
下
に

向
け
て
の
移
動
で
あ
る
。
清
代
晩
期
、
蘇
州
に
居
住
し
た
著
名
な
収
蔵
家
、
呉
雲
（
一
八

一
一
�
一
八
八
三
）
は
勒
方
錡
（
一
八
一
六
�
一
八
八
〇
）
に
宛
て
た
書
簡
中
で
「
古
人
が

集
え
ば
、
必
ず
互
い
に
翰
墨
を
留
め
て
、
切
磋
琢
磨
の
一
助
と
し
た
」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。

こ
れ
は
対
等
な
移
動
で
あ
り
、
友
人
同
士
で
よ
く
行
わ
れ
た
。
曽
国
藩
の
日
記
に
も
、
彼

に
書
画
が
贈
ら
れ
る
記
事
が
あ
り
「
雪
琴
が
贈
っ
て
く
れ
た
書
、
画
、
扇
三
十
柄
を
沅
弟

に
送
り
そ
の
苦
労
に
報
い
た
」
と
い
う
（
（（（
（

。
雪
琴
と
は
、
彭
玉
麟
（
一
八
一
六
�
一
八
九
〇
）

を
指
し
、
湘
軍
水
師
統
帥
で
あ
り
書
画
に
長
じ
て
い
た
。
彼
も
ま
た
中
興
の
名
臣
と
称
さ

れ
、曽
国
藩
と
同
等
の
地
位
に
あ
る
。ま
た
、曽
国
藩
は「
莫
子
偲
が
来
て
長
い
こ
と
い
た
。

篆
書
を
八
副
書
き
、
贈
っ
て
く
れ
た
。
一
幅
に
は
一
二
六
字
書
い
て
あ
る
」
と
も
記
す
。

莫
友
芝
は
か
つ
て
の
幕
友
で
あ
り
、
地
位
は
曽
国
藩
よ
り
も
か
な
り
低
い
が
、
そ
の
学
術

的
な
名
声
は
高
く
特
に
篆
書
の
評
判
が
高
か
っ
た
。
曽
国
藩
と
は
常
に
書
芸
を
研
鑽
し
あ

う
間
柄
で
あ
っ
た
。
逆
に
莫
友
芝
が
曽
国
藩
に
書
を
求
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
曽

国
藩
の
日
記
に
は
「
莫
子
偲
が
古
い
宣
紙
に
「
五
箴
」
を
書
い
て
く
れ
と
頼
む
が
、
暑
く

て
書
き
き
れ
な
か
っ
た
」「
莫
子
偲
に
頼
ま
れ
た
「
五
箴
」
を
書
き
上
げ
た
。
一
つ
跋
を

付
け
、
約
百
余
字
と
な
っ
た
」
と
も
記
し
て
お
り
、
彼
ら
の
対
等
な
交
流
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
（
（（（
（

。
何
紹
基
も
曽
国
藩
の
良
友
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
高
官
の
家
庭
の
出
身
で
あ
り
自

身
も
翰
林
に
出
仕
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
そ
の
書
名
は
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。
曽
国
藩
も

十
分
に
敬
意
を
払
い
「
丁
公
が
何
子
貞
（
何
紹
基
）
の
手
巻
を
持
っ
て
来
た
。
そ
の
精
力
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の
充
実
ぶ
り
に
感
服
し
た
」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。
こ
れ
も
ま
た
友
人
間
の
対
等
な
交
流
と
見

な
せ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
対
等
な
移
動
に
比
べ
、
下
か
ら
上
へ
の
移
動
は
一
般
的
に
少
な
い
。
翁
同

龢
の
日
記
に
は
彼
が
人
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
書
作
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
が
、
逆
に
人

か
ら
書
が
贈
ら
れ
て
き
た
と
い
う
記
述
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
光
緒
十
八
年
（
一
八
九

二
）
十
月
二
十
九
日
、
彼
は
「
楊
子
通
か
ら
の
荷
が
届
い
た
。
楊
は
墨
二
匣
、
筆
二
匣
、

自
書
の
隷
対
一
副
を
贈
っ
て
く
れ
た
」
と
あ
る
（
（（（
（

。
楊
子
通
と
は
、
楊
儒
（
？
�
約
一
九
〇

二
？
）
を
指
す
。
一
八
九
二
年
に
彼
は
道
台
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
地
位
は
翁
同
龢
よ

り
も
低
い
。
光
緒
十
九
年
（
一
八
九
三
）
五
月
二
十
九
日
に
は
「
江
建
霞
が
扇
を
二
柄
贈

っ
て
く
れ
た
。
そ
の
画
と
篆
書
は
み
な
す
ば
ら
し
い
」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。
江
建
霞
と
は
江

標
（
一
八
六
〇
�
一
八
九
九
）、
蘇
州
の
人
、
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）
に
進
士
と
な
り
、

翁
同
龢
と
は
同
郷
人
で
あ
り
門
生
で
あ
る
。
彼
は
翁
同
龢
に
書
画
扇
を
贈
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
師
に
対
し
て
教
え
を
請
い
て
い
る
と
捉
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
に
挙
げ
た
二
例
は

下
か
ら
上
へ
の
移
動
に
当
た
る
わ
け
だ
が
、
日
記
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
を

含
め
て
も
、
こ
の
よ
う
な
移
動
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

清
代
晩
期
の
官
僚
の
日
記
や
書
簡
よ
り
、
書
法
は
上
か
ら
下
へ
の
移
動
が
よ
り
多
く
、

数
量
的
に
も
下
か
ら
上
へ
の
移
動
を
遥
か
に
超
え
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
上

か
ら
下
へ
」
と
い
う
モ
デ
ル
は
、
官
階
の
高
い
人
か
ら
低
い
人
々
へ
と
、
書
名
の
高
い
人

か
ら
低
い
人
へ
と
書
法
が
移
動
す
る
こ
と
を
指
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
両
者
が
結
び
つ
い
た

能
書
の
官
僚
は
膨
大
な
量
の
書
を
書
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

上
か
ら
下
へ
の
移
動
の
例
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
わ
け
だ
が
、
清
代
晩
期
の
李
鴻
章
の
例

を
紹
介
し
た
い
。
李
鴻
章
は
特
別
に
書
名
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
高
位
に
あ
り

彼
の
書
を
求
め
る
人
が
多
か
っ
た
。
呉
大
澂
は
か
つ
て
李
鴻
章
の
助
手
を
務
め
て
い
た
。

友
人
で
あ
る
呉
承
潞
（
慎
思
、
呉
雲
の
子
、
一
八
六
五
年
の
進
士
）
は
呉
大
澂
に
李
鴻
章
の

墨
宝
を
自
分
の
代
わ
り
に
求
め
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
呉
大
澂
は
手
紙
の
中
で「
合
肥（
李

鴻
章
）
は
す
で
に
出
京
の
挨
拶
を
す
ま
し
、
明
日
に
は
都
か
ら
出
行
し
ま
す
。
十
六
日
に

は
津
に
戻
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
代
わ
り
に
頼
ん
で
は
み
ま
す
が
、
力
に
な
れ
る
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
北
洋
の
公
務
に
毎
日
追
わ
れ
、
最
近
で
は
以
前
の
よ
う
に
精
力
旺
盛

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
書
を
求
め
る
人
も
続
々
と
詰
め
掛
け
、
紙
束
は
う
ず
高
く
積
み
上
が

っ
て
お
り
ま
す
。
墨
宝
を
求
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
さ
そ
う
で
す
」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。

李
鴻
章
は
日
頃
多
忙
を
極
め
て
お
り
、
夏
季
に
集
中
し
て
書
作
し
文
債
を
返
し
て
い
た
。

張
佩
綸
（
李
鴻
章
の
女
婿
）
は
友
人
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
李
鴻
章
が
依
頼
さ
れ
た
対

聯
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
「
合
肥
（
李
鴻
章
）
は
毎
年
必
ず
楹
聯
を
一
、
二
ヶ
月
書
き
、

夏
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
光
緒
十
四
年
（
一
八
八
八
）
以
後
は
病
の
た
め
中
断
し

ま
し
た
。
家
人
は
彼
が
一
気
呵
成
に
書
き
、
汗
が
止
ま
ら
な
い
様
子
を
み
て
、
過
労
を
心

配
し
中
止
す
る
よ
う
に
勧
め
た
の
で
す
。
去
年
の
九
月
、
兄
の
旧
居
で
あ
る
明
致
書
屋
の

看
板
は
先
君
の
つ
け
た
斎
名
で
あ
る
た
め
、
必
ず
自
ら
書
き
た
い
と
言
い
、
手
が
鈍
っ
て

い
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
腕
を
ふ
る
う
こ
と
十
余
日
の
後
に
よ
う
や
く
書
き
ま
し
た
。
楹
聯

を
ま
た
書
き
は
じ
め
、
十
一
月
初
め
に
は
書
き
終
え
ま
し
た
。
新
吾
は
た
ま
た
ま
こ
れ
を

見
か
け
ま
し
た
。今
年
は
な
お
書
興
が
あ
り
、紙
を
買
い
書
の
奉
贈
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

書
か
な
け
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
す
し
、
書
け
ば
一
気
に
書
く
で
し
ょ
う
」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。

　
　
　

六
、
な
ぜ
扇
対
が
こ
れ
ほ
ど
多
い
の
か

　

前
章
で
は
、
清
代
晩
期
の
官
僚
た
ち
が
膨
大
な
書
作
を
残
し
た
背
景
や
そ
の
要
因
に
つ

い
て
考
察
し
て
き
た
。
で
は
、
次
に
日
常
生
活
に
お
い
て
最
も
普
及
し
て
い
た
書
法
の
贈

物
が
条
幅
や
冊
頁
で
は
な
く
、
な
ぜ
扇
面
や
対
聯
で
あ
っ
た
の
か
検
討
を
加
え
て
み
た

い
。
こ
れ
は
扇
対
と
い
う
形
式
の
特
徴
に
関
係
が
あ
る
。

　

明
代
中
期
の
呉
門
（
蘇
州
）
の
諸
子
の
書
簡
中
に
は
す
で
に
扇
面
に
つ
い
て
の
言
及
が
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確
認
で
き
、
現
存
す
る
書
画
扇
も
ま
た
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、「
少
な
く
と
も

十
五
世
紀
よ
り
、
摺
扇
は
す
で
に
上
層
階
級
の
日
用
品
で
あ
り
、
暑
さ
を
凌
ぐ
送
風
の
機

能
以
外
に
高
雅
な
身
分
を
示
す
符
号
に
も
な
っ
て
い
た
」
と
言
え
る
（
（（（
（

。
た
だ
し
、
呉
門
の

諸
家
に
は
、
対
聯
の
揮
毫
に
関
す
る
記
録
（
こ
の
時
は
ま
だ
冠
婚
葬
祭
に
対
聯
を
送
る
習
俗

は
出
現
し
て
い
な
い
）
は
見
え
な
い
。
明
代
晩
期
の
多
く
の
日
用
類
書
に
は
多
様
な
種
類

の
対
聯
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
徽
州
の
文
物
商
、
方
用
彬
（
一
五
四
二
�
一
六
〇
八
）

に
宛
て
て
明
人
が
送
っ
た
七
百
通
余
り
の
書
簡
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
所
蔵
）
の

う
ち
、
対
聯
へ
言
及
し
た
も
の
は
わ
ず
か
三
通
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
も
門
聯

や
楹
聯
と
思
し
い
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
こ
れ
ら
の
書
簡
に
書
画
扇
の
語
は
頻
出
し
て
い

る
（
（（（
（

。
明
代
晩
期
に
中
国
に
来
た
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
利
瑪
竇
（
一
五
五
二
�
一
六
一
〇
）

も
ま
た
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
「
扇
子
は
友
情
と
尊
敬
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
も

っ
と
も
よ
く
や
り
取
り
さ
れ
る
贈
物
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
（（（
（

。

　

対
聯
が
扇
面
に
代
わ
っ
て
応
酬
書
法
の
最
流
行
形
式
と
な
る
の
は
、
お
お
む
ね
清
代
中

期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
方
聞
氏
は
、
対
聯
は
対
仗
の
文
字
と
対
称
の
視
覚
形
式
を
備
え

た
礼
儀
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
（（（
（

。
礼
学
が
清
代
に
復
興
し
、
十
八
世
紀

以
降
、
儒
学
思
想
の
主
軸
と
な
っ
た
こ
と
は
先
学
に
よ
り
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
礼
学
の
隆

盛
と
連
動
す
る
よ
う
に
清
代
書
法
も
ま
た
重
厚
端
荘
へ
と
傾
き
、
そ
の
好
尚
が
対
聯
の
特

性
と
よ
く
合
致
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
代
初
期
に
は
明
代
晩
期
に
流
行
し
た
書
風
の
影
響

か
ら
傅
山
（
一
六
〇
七
�
一
六
八
四
、
ま
た
は
八
五
）、
八
大
山
人
（
一
六
二
六
�
一
七
〇
五
）

ら
は
み
な
草
書
の
対
聯
を
書
い
た
。
た
だ
し
、
清
代
中
期
以
降
は
篆
、
隷
、
楷
書
の
対
聯

が
次
第
に
増
え
て
く
る
。
こ
れ
は
礼
学
の
復
興
と
ま
さ
に
並
行
し
て
お
り
、
偶
然
の
一
致

と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
対
聯
は
建
築
と
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
書
法
形
式

で
あ
り
、
そ
れ
は
明
代
晩
期
の
文
震
亨
の
『
長
物
志
』
や
、
清
代
初
期
の
李
漁
の
『
閑
情

偶
寄
』
中
に
論
じ
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
法
形
式
は
木
造
建
築
を
装
飾
す

る
の
に
非
常
に
都
合
が
よ
い
。
曽
紀
沢
が
喪
に
服
す
た
め
長
沙
に
滞
在
し
た
時
に
は
、
道

観
、
廟
宇
、
学
堂
、
官
署
、
祠
堂
、
商
店
、
城
隍
廟
、
戲
台
な
ど
の
た
め
に
多
く
の
対
聯

や
看
板
、
扁
額
を
揮
毫
し
て
い
る
（
（（（
（

。
こ
れ
ら
の
建
築
物
の
社
会
的
な
機
能
は
異
な
り
、
ま

た
、
文
化
、
宗
教
的
な
意
味
合
い
で
も
異
な
る
性
質
を
有
す
る
が
、
建
築
の
形
式
上
は
類

似
し
て
お
り
、
書
法
の
使
用
方
法
も
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
（
（（（
（

。
こ
の
ほ
か
、
冠
婚
葬
祭

に
お
い
て
も
対
聯
は
贈
ら
れ
、
対
聯
の
数
量
は
す
で
に
か
な
り
大
量
に
な
っ
て
い
た
。

　

た
だ
し
、
清
代
対
聯
の
中
で
主
流
を
占
め
る
の
は
、
門
聯
、
楹
聯
、
寿
聯
や
挽
聯
な
ど

の
実
用
性
の
強
い
対
聯
で
は
な
い
。
よ
り
鑑
賞
性
を
備
え
た
紙
絹
等
の
柔
ら
か
い
材
料
に

書
か
れ
、
表
装
さ
れ
た
対
聯
で
あ
る
。
門
聯
、
楹
聯
、
寿
聯
や
挽
聯
は
用
途
が
特
定
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
楹
聯
は
木
板
に
刻
さ
れ
た
後
、
柱
に
掛
け
ら
れ
れ
ば
一
般
的
に
再
び

動
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
で
、
表
装
さ
れ
た
紙
や
絹
の
対
聯
は
単
独
で
掛
け
て
も

よ
く
、
ま
た
絵
画
の
両
側
に
配
置
し
て
も
よ
い
。
文
人
は
何
種
類
も
の
対
聯
を
所
有
し
、

そ
の
時
の
感
興
の
赴
く
ま
ま
に
い
つ
で
も
対
聯
を
掛
け
換
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

清
代
晩
期
の
七
言
聯
は
、
単
条
の
サ
イ
ズ
が
一
般
に
お
よ
そ
一
四
〇
×
三
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
八
言
聯
で
お
よ
そ
一
七
〇
×
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
今
日
の
四
尺
か
ら
六
尺

対
開
の
サ
イ
ズ
（
（（

（
訳
者
註
に
近
い
（
（（（
（

。
対
聯
は
二
枚
の
細
長
い
条
幅
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
上
聯
と

下
聯
を
掛
け
る
に
は
一
定
の
距
離
が
必
要
に
な
る
。
表
装
後
は
四
尺
中
堂
（
（（

（
訳
者
註
よ
り
も
大
き
な

ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
、
十
あ
ま
り
の
大
字
と
上
下
の
落
款
を
合
わ
せ
る
と
か
な
り
広
い

空
間
を
占
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
、
絵
画
で
あ
れ
ば
梅
蘭
竹
菊
な
ど
を
画
題
に
し
て

大
写
意
画
を
描
く
こ
と
で
、
か
な
り
短
時
間
で
大
サ
イ
ズ
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
対
聯
を
書
く
ほ
ど
に
は
速
く
書
け
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
主
要
な
客
間
に
掛
け
る
も
の
は
芸
術
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
道
徳
的
な
訓
戒
の
色

彩
を
帯
び
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
対
聯
で
あ
れ
ば
文
字
の
助
け
に
よ
り
こ
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
る
。
対
聯
は
主
に
楷
書
や
行
楷
、
隷
書
、
篆
書
な
ど
で
書
か
れ
る
が
、
章

418.indb   256 16/02/26   10:21



清
代
晩
期
官
僚
の
日
常
生
活
に
お
け
る
書
法

257

五
五

法
も
さ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
。
字
間
は
均
等
で
よ
く
、
両
条
は
対
偶
に
す
れ
ば
よ
い
。
も

し
、
同
様
の
サ
イ
ズ
の
条
幅
か
中
堂
を
書
く
な
ら
ば
、
字
数
は
多
く
な
り
、
行
書
や
草
書

で
書
く
と
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
と
も
、
章
法
の
要
求
は
高
く
な
り
対
聯
ほ
ど
の
成
功
率
に
は

及
ば
な
い
。
も
し
対
聯
の
片
方
を
失
敗
し
て
も
一
枚
書
き
直
せ
ば
良
い
だ
け
で
、
す
べ
て

を
書
き
直
す
必
要
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
条
幅
や
中
堂
で
漏
字
や
誤
字
が
あ
れ
ば
補
っ
た

り
点
を
打
っ
た
り
し
て
も
良
い
が
、
結
局
は
そ
れ
が
瑕
疵
と
な
ろ
う
。
章
法
の
う
え
で
一

度
不
調
和
が
起
き
れ
ば
全
体
に
影
響
し
、
作
品
の
質
が
落
ち
て
結
局
は
人
前
に
は
出
せ
な

い
廃
品
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
清
代
中
期
以
降
、
碑
学
書
法
の
高
潮
に
及
び
、

書
法
家
は
好
ん
で
篆
隷
を
書
い
た
。
篆
隷
は
重
厚
感
が
あ
り
、
ま
た
礼
儀
性
も
備
え
て
い

る
た
め
対
聯
に
は
実
に
ふ
さ
わ
し
い
。
呉
大
澂
の
日
記
に
も
、
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は

大
篆
の
対
聯
を
書
い
た
と
の
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
は
現
存
作
品
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
（
（（（
（

。

篆
隷
の
書
写
速
度
は
行
草
よ
り
は
遅
い
も
の
の
、
対
聯
な
ら
字
数
は
少
な
く
て
す
む
。
よ

っ
て
、
篆
隷
対
で
あ
れ
ば
さ
ほ
ど
時
間
を
消
耗
す
る
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
重

な
り
、
対
聯
は
清
代
晩
期
に
お
い
て
応
酬
書
法
の
形
式
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

清
代
晩
期
で
は
、
扇
面
は
対
聯
と
併
せ
て
「
扇
対
」
と
称
さ
れ
る
が
、
書
法
形
式
上
で

は
両
者
は
鮮
明
な
対
照
を
示
し
て
い
る
。
対
聯
は
公
共
性
と
礼
儀
性
を
備
え
て
い
る
の
に

対
し
、
扇
面
は
個
人
的
で
あ
り
娯
楽
性
が
強
い
。
対
聯
は
大
き
く
（
合
わ
せ
る
と
八
平
方

尺
以
上
）、
扇
面
は
小
さ
い
（
一
平
方
尺
前
後
）。
対
聯
は
規
格
が
一
様
で
あ
る
の
に
対
し
、

摺
扇
は
個
々
の
形
が
異
な
る
（
宮
扇
に
も
多
様
な
形
式
が
あ
る
）。
上
は
広
く
下
は
狭
い
弧

形
の
た
め
、
収
め
た
り
広
げ
た
り
自
在
で
あ
り
、
こ
う
し
た
形
式
の
影
響
を
受
け
て
、
形

状
は
不
規
則
で
長
短
大
小
も
様
々
で
あ
る
。
対
聯
は
壁
に
か
け
て
見
る
が
、
扇
面
は
携
帯

す
る
も
の
で
あ
る
。
対
聯
は
距
離
を
と
っ
て
鑑
賞
す
る
の
に
対
し
、
扇
面
は
手
中
で
愛
玩

し
、
扇
骨
に
意
匠
を
凝
ら
し
た
も
の
は
感
触
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
通
常
、
一
副
の

対
聯
で
は
一
種
の
書
体
（
草
書
は
少
な
い
）
を
用
い
る
が
、
扇
面
で
は
一
種
の
書
体
（
草

書
も
可
）
で
も
複
数
の
書
体
で
も
よ
い
。
対
聯
は
一
人
の
作
者
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
ら
れ

る
が
、
扇
面
で
は
二
人
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
で
の
合
作
も
あ
る
（
挿
図
3
）。
扇
面
は
、

一
面
は
書
、一
面
は
絵
画
、あ
る
い
は
同
一
面
に
書
画
の
両
方
が
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

視
覚
上
よ
り
豊
か
で
あ
る
。
文
学
方
面
に
お
い
て
も
扇
面
は
よ
り
多
様
で
あ
り
、
長
歌
や

短
詞
、
小
品
で
も
長
篇
で
も
よ
く
、
字
は
少
な
け
れ
ば
二
十
余
り
か
ら
、
小
字
の
細
密
な

も
の
で
は
数
百
、
多
い
も
の
で
は
千
字
以
上
を
納
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
（（（
（

。
扇
面
は
老

若
男
女
誰
も
が
持
つ
こ
と
が
で
き
、
広
範
囲
の
人
に
用
い
ら
れ
た
。
扇
面
に
つ
い
て
、
張

充
和
氏
（
一
九
一
三
年
�
）
が
若
き
日
、
蘇
州
の
昆
曲
の
集
会
に
参
加
し
た
際
の
記
憶
を

紹
介
し
た
い
。
会
場
の
各
々
の
曲
友
ら
は
一
柄
の
書
画
扇
を
持
っ
て
お
り
、
扇
子
は
人
々

の
手
中
を
次
々
と
渡
し
回
さ
れ
て
鑑
賞
、
愛
玩
さ
れ
た
。
あ
た
か
も
二
、
三
十
人
の
曲
会

挿図 3　贈邱玉符書画扇　呉大澂（1883 年）個人蔵
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は
一
つ
の
小
さ
な
書
画
鑑
賞
会
に
も
な
っ
て
い
た
。
次
の
集
会
時
に
は
、
曲
友
ら
は
別
の

扇
子
を
持
っ
て
き
て
、
ま
た
新
た
な
扇
子
を
展
覧
し
た
と
い
う
（
（（（
（

。
こ
う
し
た
風
気
は
清
代

晩
期
よ
り
踏
襲
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
人
の
文
人
は
か
な
り
多
く
の
扇
子
を
所
有

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
代
晩
期
に
お
け
る
扇
面
の
使
用
量
は
対
聯
に
は
及
ば
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、日
常
生
活
中
の
贈
物
と
し
て
か
な
り
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

扇
子
は
優
雅
で
あ
り
書
画
に
適
し
た
物
で
あ
る
が
、
対
聯
に
比
べ
、
扇
子
へ
の
揮
毫
は

章
法
の
う
え
で
は
る
か
に
難
し
い
。
摺
扇
で
も
宮
扇
で
も
字
数
に
よ
っ
て
レ
イ
ア
ウ
ト
を

計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
摺
扇
で
は
通
常
、
一
行
を
長
く
書
く
と
次
行
は
短
く
す
る

が
、
書
写
中
に
不
注
意
で
短
い
行
を
予
定
よ
り
長
く
書
い
て
し
ま
う
と
、
章
法
は
破
綻
し

て
し
ま
う
。
さ
ら
に
扇
面
は
ひ
と
た
び
間
違
え
れ
ば
改
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
廃
棄
す
る

よ
り
ほ
か
な
い
（
（（（
（

。
そ
の
た
め
、
扇
面
の
書
写
効
率
は
対
聯
よ
り
も
低
い
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
、
対
聯
と
比
べ
て
扇
面
は
携
帯
で
き
る
ば
か
り
か
、
視
覚
的
な
豊
富
さ
と
精
緻
さ
で

は
勝
っ
て
お
り
、
社
会
身
分
の
証
明
に
も
な
る
。
ま
さ
に
清
代
初
期
の
張
潮
（
一
六
五
〇

�
？
）
が
「
手
中
の
扇
を
み
れ
ば
、
そ
の
人
の
雅
俗
、
そ
の
人
の
交
遊
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
（
（（（
（

。

　
　
　

七
、
清
代
晩
期
官
僚
が
書
を
売
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て

　

清
代
晩
期
の
官
僚
は
膨
大
な
書
を
残
し
た
が
、
日
記
や
書
簡
な
ど
に
彼
ら
が
書
を
売
っ

た
と
い
う
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。
翁
同
龢
は
光
緒
十
六
年
（
一
八
九
〇
）
十
月
十
七
日

に
「
羅
大
春
（
福
建
の
総
兵
、
号
は
景
山
）
か
ら
別
敬
を
受
け
る
。
扇
一
張
、
条
幅
四
件

を
贈
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。
こ
こ
で
い
う
「
別
敬
」
と
は
礼
金
の
こ
と
を
指
し
、
実
際

の
と
こ
ろ
は
銀
（
額
は
不
明
）
の
こ
と
で
あ
る
。
翁
同
龢
は
一
張
の
扇
と
四
件
の
条
幅
を

返
礼
と
し
て
「
贈
る
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
間
の
贈
答
は
売
買
交
易
で
は
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

張
徳
昌
氏
は
李
慈
銘
（
一
八
三
〇
�
一
八
九
四
）
の
『
越
縵
堂
日
記
』
よ
り
、
彼
が
京

師
の
官
僚
で
あ
っ
た
時
期
の
収
入
と
支
出
に
つ
い
て
非
常
に
具
体
的
な
統
計
を
と
り
、
分

析
し
た
。
収
入
面
で
は
、
他
人
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
行
述
、
墓
誌
銘
、
碑
文
、
寿
序
な

ど
を
撰
述
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
、
四
十
、
五
十
、
八
十
、
百
両
な
ど
の
潤
筆
料
を
受
け
取

っ
て
い
る
（
（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
書
を
売
っ
た
収
入
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
京
官
の

収
入
は
決
し
て
高
く
は
な
く
、
応
酬
書
の
依
頼
は
多
い
。
た
と
え
各
種
の
贈
物
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
李
慈
銘
の
生
活
は
裕
福
と
は
言
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
時
に
は
借
金
に
追

わ
れ
る
日
さ
え
も
あ
り
、
か
な
り
逼
迫
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な

お
書
を
売
っ
て
収
入
を
得
た
と
い
う
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
で
は
、
李
慈
銘
の
書
が
売
る

に
足
ら
な
い
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
一
般
に
、
文
人
た
ち
は
書
法
の
研
鑽

を
積
ん
で
お
り
、
一
定
の
技
倆
を
備
え
て
い
る
。
現
存
す
る
李
慈
銘
の
墨
跡
を
み
れ
ば
、

彼
の
書
が
特
に
出
色
の
出
来
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
ま
い
。
さ
ら
に
、
彼
は
京
師
で
高
い
文
学
的
名
声
を
得
て
お
り
、
彼
の
書
も
ま
た
名

人
の
墨
跡
と
目
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

先
に
あ
げ
た
楊
葆
光
の
『
訂
頑
日
程
』
の
日
記
中
に
も
、
彼
の
日
々
の
収
入
と
支
出
が

き
わ
め
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
人
の
た
め
に
揮
毫
し
た
書
作

に
よ
る
収
入
の
記
録
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
こ
れ
が
特
例
で
な
け
れ
ば
、
お

そ
ら
く
地
方
官
も
ま
た
書
は
売
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
清
代
晩
期

政
界
で
は
書
を
売
る
よ
う
な
風
潮
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
書
を
売
っ
た
と
い
う
記
録
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
て
上
海
道

台
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
応
宝
時
（
一
八
二
一
�
一
八
九
〇
）
の
幕
僚
で
あ
る
戴
丙
栄
が
呉

大
澂
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、「
莫
子
偲
（
友
芝
）
徵
君
は
経
学
詩
文
の
根
本
を
備
え
、

篆
隷
の
学
に
つ
い
て
は
百
年
来
海
内
無
双
と
い
っ
た
よ
う
だ
。
近
々
蘇
州
に
来
て
会
見
す

る
の
で
平
翁
は
宣
紙
を
十
分
に
準
備
し
て
お
く
よ
う
に
頼
ん
で
お
く（
七
言
聯
で
は
四
洋
、
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友
人
に
つ
い
て
は
代
金
不
要
）」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。
友
人
か
ら
は
代
金
を
と
ら
ず
、
友
人
で

な
け
れ
ば
一
副
の
対
聯
に
四
塊
の
銀
元（
お
よ
そ
二
両
半
の
銀
）が
必
要
で
あ
る
、と
い
う
。

莫
友
芝
は
か
つ
て
曽
国
藩
の
幕
府
に
客
居
し
、
後
に
は
曽
国
藩
の
た
め
に
江
南
書
局
を
監

督
し
て
経
史
の
校
勘
を
担
当
す
る
職
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
官
僚
で
あ
っ

た
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
、何
紹
基
は
退
官
後
、長
沙
、揚
州
、蘇
州
の
書
院
や
書
局
の
仕
事
を
主
管
し
た
が
、

彼
も
書
を
売
っ
た
。
同
治
四
年（
一
八
六
五
）三
月
二
十
五
日
に
長
沙
の
家
へ
の
書
簡
に「
上

海
に
五
十
日
滞
在
し
て
い
る
。
字
を
書
い
て
報
酬
を
得
て
、
所
得
が
無
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
信
頼
で
き
な
い
。
預
け
た
銀
行
は
突
然
閉
ま
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
好
き
勝
手
に
す

る
よ
う
だ
」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。
四
月
七
日
の
長
沙
へ
の
書
簡
で
は
「
人
は
皆
、
字
を
書
い

て
売
る
こ
と
を
勧
め
る
。
老
年
の
窮
状
に
、
既
衰
の
戒
め
を
犯
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
書
作
の
仕
事
は
気
が
進
ま
な
い
が
資
金
は
速
く
集
ま
ら
ず
、
滞
留
し
て
い
る
。
近
日

中
に
は
人
が
紙
を
持
っ
て
く
る
の
を
止
め
さ
せ
る
。
机
上
の
残
債
を
片
付
け
て
、
浙
江
に

行
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
」
と
あ
る
（
（（（
（

。
ま
た
ほ
ぼ
同
年
の
六
月
に
何
紹
京
へ
の
書
簡
で
は

「
今
回
の
上
海
で
の
書
の
報
酬
で
旅
費
が
足
り
そ
う
で
す
」
と
も
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。
こ
れ
ら

の
引
用
資
料
か
ら
察
す
る
に
、
何
紹
基
の
晩
年
の
暮
ら
し
向
き
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
書
を
売
り
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
頻
繁
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

呉
雲
が
何
紹
基
に
宛
て
た
手
紙
に
「
南
中
の
友
人
ら
は
兄
の
書
を
求
め
る
者
が
と
て
も
多

い
。
皆
遠
方
で
あ
り
届
き
に
く
い
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
ひ
と
た
び
潤
筆
料
の
話
に
な

る
と
、皆
と
て
も
慎
重
に
な
る
。
吝
嗇
と
い
う
よ
り
ほ
か
な
い
。
可
笑
し
い
こ
と
で
あ
る
」

と
あ
る
（
（（（
（

。
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
の
は
お
お
む
ね
同
治
六
年
（
一
八
六
七
）
頃
で
あ
り
、

何
紹
基
は
長
沙
の
書
院
で
講
義
を
し
て
い
た
。
仮
に
、
呉
雲
が
何
紹
基
を
助
け
て
江
南
一

帯
で
書
を
売
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
や
は
り
士
人
の
間
で
は
な
お
、
書
を
求
め
て
も
書
は

買
わ
な
い
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
治
十
年
（
一
八
七
一
）
二
月
二
十
九
日
、
京
師
の
翰
林
院
の
職
に
任
じ
ら
れ
て
い
た

呉
大
澂
は
家
兄
の
呉
大
根
へ
の
書
簡
に
お
い
て
、
家
中
の
祠
堂
の
対
聯
の
揮
毫
を
何
紹
基

に
依
頼
し
た
こ
と
に
言
及
し
「
菱
舫
の
祠
の
扁
額
は
す
で
に
他
の
人
に
別
の
書
を
頼
ん

だ
。
子
貞
先
生
（
何
紹
基
）
に
は
聯
を
二
副
書
い
て
も
ら
い
た
い
の
だ
が
、
養
閑
氏
に
依

頼
の
仲
介
を
お
願
い
し
た
い
。
養
閑
氏
に
は
対
聯
の
紙
を
準
備
し
て
届
け
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
輯
庭
の
手
紙
に
同
封
し
、
贈
物
も
準
備
し
て
お
く
よ
う
に
。
渡
さ
な
く
と
も
、
郵
送

し
て
お
け
ば
よ
い
」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。
呉
大
澂
が
こ
の
手
紙
を
書
い
た
時
、
何
紹
基
は
揚

州
、
蘇
州
に
て
書
局
の
事
務
を
主
管
し
て
い
た
。
呉
大
澂
の
外
祖
父
の
韓
崇
（
？
�
一
八

六
一
）
は
何
紹
基
の
友
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
呉
家
で
は
何
紹
基
へ
の
贈
物
を
準
備
し
、

蘇
州
の
徳
行
高
く
、
名
望
家
で
あ
る
潘
曽
瑋
（
号
は
養
閑
居
士
、
一
八
一
八
�
一
八
八
五
）

に
仲
介
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
何
紹
基
は
す
で
に
上
海
に
お
い
て
書
を
売
っ
て

お
り
、
呉
雲
も
江
南
一
帯
で
何
紹
基
の
書
を
売
ろ
う
と
試
み
て
い
た
。
呉
雲
の
弟
子
で
あ

る
呉
大
澂
が
こ
う
し
た
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
で
も
、
贈
物

を
準
備
し
て
書
を
求
め
て
い
る
。
も
し
書
を
金
銭
で
買
お
う
と
思
え
ば
、
呉
家
は
買
う
こ

と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
外
祖
父
の
古
い
友
人
の
書
を
金
銭
で
購
う
こ
と
は
体

面
に
関
わ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
か
り
に
呉
大
澂
が
お
金
を
払
お
う
と
し
て
も
、
何
紹

基
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
莫
友
芝
と
同
様
に
、
友
人
と
は
書
の
売
買

は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

近
年
進
め
ら
れ
て
い
る
文
人
の
潤
例
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
、
書
を
売
る
際
の
価
格
基

準
で
あ
る
潤
格
を
示
す
の
は
、
お
お
む
ね
出
仕
し
て
い
な
い
文
人
や
官
僚
の
幕
僚
、
ま
た

は
リ
タ
イ
ア
後
の
官
僚
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
（（（
（

。
明
代
晩
期
の
李
日
華
（
一
五

六
五
�
一
六
三
五
）
が
自
ら
定
め
た
潤
例
の
第
一
句
に
は
「
私
は
林
居
し
て
暇
が
で
き
た
。

士
友
の
書
を
求
め
る
者
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
戯
れ
に
基
準
を
定
め
て
み
よ
う
」
と
あ

り
、
辞
職
後
に
は
じ
め
て
書
を
売
り
だ
し
た
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
（
（（（
（

。
無
論
、
在
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任
中
の
官
僚
に
も
書
を
売
っ
た
者
が
い
た
可
能
性
は
排
除
し
き
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ

れ
は
少
数
で
あ
ろ
う
。
潤
例
を
公
示
し
た
可
能
性
も
き
わ
め
て
低
く
、
そ
の
規
模
も
小
さ

な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
官
僚
ら
は
書
を
売
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
は
多
方
面
に

求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
現
職
の
官
僚
が
書
を
売
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
官
界
に
長
く
行
わ

れ
て
き
た
伝
統
と
い
え
る
。
こ
の
伝
統
は
、
官
を
得
た
者
の
中
国
社
会
に
お
け
る
地
位
や

収
入
と
関
連
が
あ
る
。
張
仲
礼
氏
は
中
国
古
代
官
僚
の
主
要
収
入
の
統
計
を
取
り
「
若
干

の
推
測
も
含
ま
れ
る
も
の
の
概
算
し
て
み
る
と
、
伝
統
的
中
国
古
代
社
会
に
お
い
て
官
を

得
る
こ
と
が
最
良
の
蓄
財
方
法
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
実
証
さ
れ
た
。
官
僚
の
生
涯
で

は
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
郷
も
ま
た
同
様
の
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
（
（（（
（

。

　

こ
れ
以
外
に
、
お
そ
ら
く
他
の
要
素
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ま
少
し
官
僚
が
潤
格
を
開

示
し
、
書
を
売
る
こ
と
に
よ
り
現
れ
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
日
常
生
活

に
お
い
て
書
法
は
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寿
聯
や
挽
聯
な
ど
は
特
定
の
場
面

に
お
い
て
必
須
の
贈
物
と
な
っ
た
。
こ
の
場
合
に
贈
ら
れ
る
書
は
売
ら
な
い
だ
け
で
な

く
、
対
聯
と
と
も
に
寿
礼
や
香
典
と
し
て
銀
も
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
な
ぜ

寿
序
や
墓
誌
の
撰
文
に
は
潤
筆
料
が
支
払
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
寿
序
は
誕
生
日
に
人
を

招
い
て
撰
述
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
で
潤
筆
料
を
払
う
。
門
生
は
師
に
礼
物
と
し
て
寿
序
を

書
き
祝
杯
を
挙
げ
る
が
、
金
銭
を
受
け
取
る
こ
と
は
な
い
。
友
人
同
士
の
場
合
も
寿
序
は

寿
礼
と
さ
れ
、
代
金
は
と
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
墓
誌
の
撰
文
者
に
対
し
て
は
潤
筆

料
が
払
わ
れ
る
。
文
章
を
書
く
こ
と
は
書
の
揮
毫
よ
り
も
時
間
が
か
か
る
と
い
う
点
は
大

き
な
相
違
点
で
は
あ
ろ
う
。し
か
し
、日
常
の
応
酬
書
法
の
量
が
こ
れ
ほ
ど
増
大
し
た
時
、

こ
れ
ら
の
代
金
を
ど
の
よ
う
に
一
つ
一
つ
徴
収
で
き
よ
う
か
。
も
し
、
官
僚
が
書
を
売
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
料
金
基
準
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
官
階
の
高

低
や
書
法
水
準
の
上
下
に
よ
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
品
の
官
僚
の
潤
格
は
二
品
よ
り

高
く
す
る
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

書
写
の
実
用
性
と
必
要
性
も
ま
た
書
が
売
買
さ
れ
る
こ
と
に
適
さ
な
い
原
因
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、
本
論
で
最
初
か
ら
指
摘
し
て
き
た

現
象
で
あ
る
が
、
書
写
は
日
常
生
活
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
交
流
の
道
具
で
あ
る
。
文

人
ら
の
書
簡
や
詩
稿
、
帳
簿
、
薬
の
処
方
箋
、
メ
モ
や
記
録
、
日
記
な
ど
す
べ
て
は
毛
筆

が
用
い
ら
れ
た
。
日
常
の
書
と
創
作
的
な
書
も
筆
記
具
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、
実
用
と
芸

術
の
境
界
が
曖
昧
な
の
で
あ
る
。
書
と
絵
画
の
異
な
る
点
は
、
ま
さ
に
日
常
で
の
必
需
性

に
あ
ろ
う
。
絵
画
が
廟
堂
を
装
飾
す
る
よ
う
に
、
一
面
で
は
実
用
性
も
あ
る
が
、
一
般
人

ひ
い
て
は
文
人
に
と
っ
て
、
絵
画
は
日
常
生
活
中
で
毎
日
必
要
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

一
方
、
文
字
の
使
用
は
不
可
欠
で
あ
る
。
文
字
を
書
か
な
け
れ
ば
、
一
帝
国
の
政
府
組
織

が
有
効
に
運
行
さ
れ
る
術
は
な
い
。
同
様
に
、
医
者
が
処
方
箋
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
病
人

は
薬
を
手
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
書
名
の
高
い
文
人
ら
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
処
方

箋
ま
で
も
み
な
収
蔵
価
値
と
市
場
価
値
の
あ
る
「
芸
術
品
」
に
も
な
り
う
る
と
あ
り
、
文

人
ら
が
ひ
と
た
び
筆
を
動
か
せ
ば
書
法
の
「
創
作
」
に
な
る
と
い
う
。
も
し
、
書
法
が
徹

底
的
に
商
業
化
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
処
方
箋
を
書
い
て
も
書
法
料
金
を
徴
収
で
き
る
と
い

う
事
態
も
起
こ
り
う
る
。
二
つ
目
に
は
、
書
法
に
長
じ
た
文
人
は
長
年
の
練
習
を
経
て
よ

う
や
く
深
い
造
詣
を
得
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
通
常
、
一
件
の
書
法
作
品
は
か
な
り
敏

捷
に
揮
毫
さ
れ
る
。
書
を
求
め
る
人
に
と
っ
て
は
、
巨
大
な
長
編
作
品
で
な
い
限
り
、
自

分
の
求
め
て
い
る
作
品
が
そ
れ
ほ
ど
揮
毫
者
の
負
担
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
副
の
対
聯
を
求
め
て
も
、
大
筆
を
振
る
う
わ
け
で
は
な
く
、

十
数
文
字
を
書
く
程
度
で
あ
り
、
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
書
作
依
頼
が
殺
到
す
る
状
況
下
に
あ
っ
て
、
文
人
ら
の
負
担
は

非
常
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
官
僚
ら
が
俸
禄
を
受
け
つ
つ
も
、
さ
ら
に
収
入
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
書
を
売

る
と
い
う
行
為
は
、
単
に
彼
ら
の
体
面
を
損
な
う
と
い
う
の
み
で
は
済
ま
な
い
で
あ
ろ

う
。
清
代
初
期
の
書
法
家
で
あ
る
傅
山
（
一
六
〇
七
�
一
六
八
四
ま
た
は
八
五
）
が
嘆
い
て

「
文
章
は
小
技
で
あ
る
、
道
に
お
い
て
尊
ば
れ
な
い
。
ま
し
て
や
書
写
は
な
お
さ
ら
だ
。

わ
が
家
で
は
六
、
七
代
続
け
て
書
を
嗜
ん
だ
が
、
皆
人
の
た
め
に
書
く
よ
う
な
こ
と
は
し

な
か
っ
た
。
私
に
至
り
、
初
め
て
書
を
買
い
求
め
よ
う
と
す
る
よ
う
な
俗
物
と
の
応
接
に

苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
（
（（（
（

。
傅
山
は
官
に
就
か
な
か
っ
た
が
、
彼
に
と
っ
て
書

を
売
る
こ
と
は
遺
憾
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
や
、
官
僚
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
ろ

う
。
か
り
に
潤
例
を
公
示
し
た
文
人
、
た
と
え
ば
莫
友
芝
ら
も
、
友
人
か
ら
は
金
銭
を
徴

収
し
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
潤
例
は
見
知
ら
ぬ
人
に
向
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
習
俗
は
清
代
末
期
か
ら
民
国
初
期
ま
で
継
続
し
た
（
（（（
（

。
書
を
売
る
文
人
も
、
依
然
と
し
て

商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
作
品
を
か
な
り
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
書
法
作
品

が
す
べ
て
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
文
人
文
化
に
重
大
な
衝
撃
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。
旧
時
に
お
い
て
、
友
人
間
で
交
わ
さ
れ
た
題
跋
や
酬
唱
は
、
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
あ
う
文
化
的
交
流
で
あ
り
雅
事
で
も
あ
っ
た
。
も
し
書
が
金
銭
で
授
受
さ
れ

る
商
業
活
動
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
多
く
の
文
人
た
ち
の
交
流
活
動
そ
の
も
の
に
ま
で
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

雷
徳
侯
氏
は
中
国
書
法
に
つ
い
て
論
じ
た
文
中
で
、
書
法
に
は
精
英
階
層
の
団
結
力
を

維
持
す
る
機
能
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
（（（
（

。
こ
れ
は
非
常
に
示
唆
に
富
む
見
解
で
あ

る
。
清
代
晩
期
官
僚
ら
の
書
写
量
の
膨
大
さ
は
、
ま
さ
に
自
己
の
所
属
す
る
集
団
の
団
結

力
を
支
え
る
も
の
と
い
え
る
。
曽
紀
沢
の
光
緒
三
年
（
一
八
七
七
）
五
月
二
十
九
日
の
日

記
に
は
「
眉
生
の
二
人
の
孫
の
た
め
に
摺
扇
を
各
一
柄
書
く
。
四
体
書
は
、
と
て
も
緻
密

で
あ
る
（
（（（
（

」
と
あ
る
。
李
鴻
裔
（
眉
生
）
は
曽
国
藩
の
幕
僚
で
あ
り
、
曽
国
藩
よ
り
二
十
歳

ほ
ど
若
い
が
、
二
人
の
関
係
は
き
わ
め
て
親
密
で
あ
っ
た
。
当
時
李
鴻
裔
は
四
十
六
歳
、

退
職
後
蘇
州
で
閑
居
し
て
い
た
。
李
に
子
は
な
く
、
侄
子
の
賡
猷
（
？
�
一
九
〇
二
年
）

を
嗣
子
と
し
た
。
推
測
す
る
に
、
李
鴻
裔
の
二
人
の
孫
は
小
さ
く
、
大
き
く
と
も
十
歳
前

後
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
曽
紀
沢
は
十
分
に
意
を
尽
く
し
て
「
緻
密
」
な
「
四

体
書
」
を
書
い
た
。
こ
の
よ
う
な
類
例
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
（
（（（
（

。

　

で
は
、
翁
同
龢
が
衛
兵
、
巡
捕
、
僕
役
や
そ
の
他
の
雑
夫
た
ち
の
た
め
に
扇
対
を
書
い

て
い
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
よ
う
か
。
清
代
晩
期
に
は
似
た
例
が
見
ら
れ
（
（（（
（

、
翁

同
龢
の
こ
う
し
た
行
為
は
決
し
て
特
例
で
は
な
い
。
扇
対
は
平
常
の
給
料
以
外
に
贈
ら
れ

る
礼
品
で
あ
り
、
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
の
物
で
あ
る
。
銀
の
支
払
い
を
少
し
減
ら
し
、

扇
対
で
充
当
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
官
僚
の
礼
品
の
使
用
範
囲
が
拡
大

し
て
い
く
趨
勢
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
礼
品
を
受
け
取
る
側
に
と
っ
て

は
、扇
面
上
に
書
か
れ
た
官
僚
の
名
前
や
落
款
に
こ
そ
特
別
な
意
義
が
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、

官
僚
の
書
は
商
品
で
は
な
い
。
書
法
の
流
通
は
互
換
、
贈
送
、
索
求
な
ど
か
ら
、
流
通
範

囲
が
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
限
定
的
で
あ
っ
た
。
一
般
的
な
身
分
の
低
い

人
々
に
と
っ
て
は
、
仲
介
者
を
立
て
て
書
を
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
官
僚
の
服

務
に
当
た
っ
た
機
会
に
直
接
も
ら
う
以
外
に
方
法
は
な
い
。
扇
対
の
贈
物
を
手
に
で
き
る

人
々
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
し
、
書
が
売
り
物
で
あ
れ
ば
、
金
銭
の
前

で
人
は
平
等
で
あ
る
た
め
誰
も
が
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
官
僚
の
書
法
作
品
が
備
え
持

つ
「
排
他
性
」
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
官
僚
ら
の
書
を
売
ら
な
い
と
い
う
行

為
が
、
精
英
階
層
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
石
守
謙

氏
が
文
徴
明
の
礼
品
書
法
に
つ
い
て
論
じ
た
際
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
礼
品
書
法
は
ひ
と

つ
の
特
定
的
な
社
会
集
団
の
構
成
員
間
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
作
用
を
発
揮

し
た
の
で
あ
る
（
（（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
衛
兵
や
使
用
人
ら
に
贈
ら
れ
た
書
が
ど
れ
ほ
ど
現
存
す
る
か
、
今
は
不
詳
で

あ
る
（
お
そ
ら
く
大
部
分
に
は
上
款
は
な
い
だ
ろ
う
）。
よ
っ
て
官
僚
ら
が
友
人
に
贈
っ
た
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書
と
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
の
は
難
し
い
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
何
か
し
ら
の
区
別
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
特
に
扇
面
は
、
対
聯
よ
り
も
明
ら
か
な
区
別
が
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。揮
毫
者
は
贈
与
対
象
と
の
親
疎
、地
位
の
高
低
に
よ
っ
て
扇
面
の
字
数
や
字
体
、

内
容
、
上
款
の
語
句
な
ど
に
お
い
て
区
別
を
設
け
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　

八
、
索
書
�
�
特
殊
な
礼
品
経
済

　

官
僚
が
書
を
売
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
応
酬
書
法
は
「
礼
品
」
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
よ
う
。
人
類
学
研
究
の
影
響
を
受
け
、
近
年
、
芸
術
史
研
究
者
の
間
で
は
芸
術
に

お
け
る
礼
品
経
済
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
も
し
、
書
法
の
贈
与
が
標
準
的
な
礼
品

経
済
に
属
す
の
で
あ
れ
ば
、
中
国
書
法
に
も
一
種
の
研
究
に
値
す
る
現
象
�
�
「
索
求
」

が
あ
る
。
中
国
文
学
や
芸
術
に
頻
出
す
る
索
和
、
索
書
、
索
画
、
索
題
に
つ
い
て
は
、
文

学
芸
術
研
究
者
は
よ
く
知
る
所
で
あ
ろ
う
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
高
居
翰
（Jam

es C
a-

hill

）
氏
が
早
く
こ
の
現
象
を
取
り
上
げ
て
い
る
（
（（（
（

。
高
氏
は
、
画
家
の
生
涯
に
つ
い
て
の
専

論
中
で
索
取
の
現
象
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
は
職
業
画
家
と

関
連
す
る
も
の
が
多
く
、
金
銭
と
引
き
換
え
に
画
を
求
め
る
例
で
あ
り
、
本
論
で
扱
う
非

商
品
と
し
て
の
書
を
求
め
る
、
索
求
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
高
氏
は
索
求
の
仲

介
人
の
多
く
が
営
利
目
的
を
持
つ
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
法
を
求

め
る
際
、仲
介
人
は
通
常
、直
接
的
な
経
済
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

往
々
に
し
て
一
種
の
社
会
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
仲
介
は
あ
る
種

の
負
担
で
あ
り
、
決
し
て
好
き
好
ん
で
や
る
こ
と
で
は
な
い
。
索
求
書
法
は
、
中
国
の
応

酬
書
法
中
の
一
大
ジ
ャ
ン
ル
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
人
か
ら
の
求
め
に
よ
っ
て
完
成

さ
れ
た
書
法
作
品
が
応
酬
書
法
中
で
も
数
量
的
に
多
数
を
占
め
る
。
こ
れ
は
、
一
種
の
き

わ
め
て
特
殊
な
「
礼
品
経
済
」
と
い
え
る
（
（（（
（

。
我
々
が
通
常
い
う
「
礼
品
」
と
は
、
い
わ
ゆ

る
「
贈
物
」
や
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
指
す
�
�
当
然
、贈
物
を
受
け
る
側
が
相
手
方
に
「
送

礼
」
を
暗
に
要
求
す
る
（
時
に
賄
賂
に
等
し
い
こ
と
も
あ
ろ
う
）
こ
と
も
排
除
で
き
な
い
の

で
あ
る
が
�
�
自
発
的
な
も
の
か
否
か
は
こ
こ
で
は
問
は
ず
、
表
面
上
「
贈
物
」
と
い
う

行
為
は
、
贈
る
側
か
ら
の
働
き
か
け
か
ら
始
ま
る
。
し
か
し
、
索
書
に
お
い
て
は
全
く
正

反
対
の
構
図
で
あ
り
、「
贈
物
」
を
受
け
る
側
が
公
開
的
な
索
求
と
い
う
働
き
か
け
を
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
同
輩
と
同
僚
の
間
で
の
索
求
は
、
常
に
互
い
の
尊
重
を
基
礎
と
し

て
お
り
、
ど
ち
ら
か
が
題
字
を
求
め
る
の
は
、
詩
詞
唱
和
の
索
和
と
似
て
い
る
。
年
齢
の

若
い
者
や
社
会
的
地
位
の
低
い
人
が
年
配
者
や
地
位
の
高
い
者
に
書
を
求
め
る
時
は
、
仰

慕
の
意
味
合
い
も
帯
び
る
。
官
僚
は
書
を
売
ら
な
い
た
め
、
書
を
求
め
る
人
は
金
銭
的
な

心
配
を
し
な
く
て
も
よ
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
索
書
者
が
増
加
し
た
一
因
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
仲
介
人
を
通
さ
な
い
直
接
的
な
索
求
も
あ
り
得
る
。
一
八
七
〇
年
前
後
、
翁
同

龢
は
仕
事
の
後
、
好
ん
で
城
内
の
瀟
洒
な
宿
屋
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
あ
る
日
に
は
「
酒
家

で
扇
子
に
書
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
多
い
」
と
記
し
て
い
る
（
（（（
（

。
彼
が
宿
屋
に
料

金
を
払
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
宿
屋
が
彼
に
住
む
場
所
と
諸
々
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
店
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
先
に
受
け
た
手
前
、
こ
の
種
の
索
求

を
翁
同
龢
は
断
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
一
種
の
交
換
と
も
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

索
求
は
誰
か
を
仲
介
し
て
書
を
求
め
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
書
を
求
め
る
人
が
書
者
と

知
り
合
い
で
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
先
述
の
通
り
呉
承
潞
は
呉
大
澂
に
仲
介
を
頼
ん
で

李
鴻
章
の
書
を
求
め
て
い
た
。
間
接
的
な
索
求
者
が
遠
方
に
住
む
た
め
即
座
に
返
礼
で
き

な
い
場
合
は
仲
介
人
が
お
礼
を
準
備
す
る
こ
と
と
な
り
、
索
求
者
は
仲
介
人
へ
の
義
理
を

欠
く
こ
と
に
な
る
。
仲
介
人
が
代
求
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
か
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
に
代

求
す
る
か
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
か
否
か
は
仲
介
人
と
書
者
の
関
係
の
密
接
度
合
い
に
か

か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
誰
の
代
わ
り
に
求
め
る
の
か
と
い
う
点
も
重
要
だ
。
相
手
に
金
銭

を
払
っ
て
物
を
買
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
書
者
は
索
求
の
す
べ
て
に
応
じ
る
必
要
も
な
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い
の
で
あ
る
。
呉
大
澂
が
呉
承
潞
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
李
鴻
章
の
様
子
に
つ
い
て
「
書

を
求
め
る
も
の
が
引
き
も
切
ら
ず
、
束
が
う
ず
た
か
く
積
み
上
が
っ
て
い
る
。
彼
の
墨
宝

を
求
め
る
の
は
難
し
そ
う
だ
」と
書
い
て
い
る
の
も
、こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
特
殊
な
「
礼
品
経
済
」
と
し
て
「
索
書
」
の
現
象
を
描
写
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
ら
の
活
動
を
一
種
の
功
利
的
な
「
経
済
」
活
動
と
見
な
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
こ
の
活
動
そ
の
も
の
が
備
え
る
文
化
意
義
を
軽
視
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
自
己
の
墨
跡
を
「
商
品
」
で
は
な
く
「
礼
品
」
と
し
て
堅
持

す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
市
場
経
済
の
衝
撃
を
受
け
た
社
会
生
活
方
式
に
対
す
る
一
つ
の
抵

抗
手
段
で
あ
り
、
官
僚
の
行
為
を
市
場
の
赤
裸
々
な
金
銭
遊
戯
の
ル
ー
ル
に
囚
わ
れ
な
い

よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
礼
尚
往
来
（
（（

（
訳
者
註

の
観
念
に
あ
っ
て
、
時
に
索
書
者
の
返

礼
品
は
象
徴
性
を
帯
び
る
こ
と
が
あ
り
、
必
ず
し
も
対
等
な
価
値
を
そ
な
え
る
必
要
は
な

い
。
翁
同
龢
が
帰
郷
し
た
際
に
、
親
族
や
友
人
の
た
め
に
書
い
た
対
聯
、
あ
る
い
は
護
衛

人
の
為
に
書
い
た
対
聯
は
、
象
徴
的
な
礼
品
で
す
ら
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
索
求
と
応
酬
の
文
化
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
一
社
会
に
定
着
し

た
習
俗
が
前
提
で
あ
り
、
さ
ら
に
官
僚
た
ち
が
自
覚
的
に
こ
れ
ら
の
慣
例
的
な
意
識
や
潜

在
意
識
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
。
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
は
、
書
を
売
る

こ
と
は
法
に
触
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
物
議
を
醸
し
た
と
し
て
も
天
道
に
も
と
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
は
彼
ら
の
面
子
や
羞
恥
心
が
大
き
く
影
響
す
る
。
個
々
の
官

僚
が
慣
例
を
遵
守
し
羞
恥
心
に
よ
り
自
己
を
律
し
て
、
書
法
を
利
潤
の
道
具
と
し
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
書
の
不
売
行
為
は
営
利
を
追
求
す
る
市
場
経
済
と
は
区
別
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
十
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
絶
対
的
多
数
の
政
府
官
僚
に
と
っ
て
芸
術
的
創
作

は
一
種
の
非
職
業
的
活
動
で
あ
り
、
市
場
の
外
に
あ
る
文
化
芸
術
活
動
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
市
場
は
い
ま
だ
彼
ら
の
生
活
に
は
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
支
配
的
な
力
量
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
（（（
（

。

　

官
僚
の
書
法
は
商
品
で
は
な
く
求
め
ら
れ
る
「
礼
品
」
で
あ
っ
た
た
め
、
官
僚
た
ち
は

日
常
生
活
中
で
大
量
の
書
法
を
書
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
日
常
生
活
の
各
方
面
に
お
け

る
芸
術
の
鑑
賞
と
使
用
を
広
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

数
多
の
戦
乱
を
経
て
も
な
お
、
多
数
の
書
法
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

結
語

　

本
論
で
は
、
咸
豊
よ
り
光
緒
年
間
に
至
る
ま
で
、
す
な
わ
ち
十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る

清
代
晩
期
官
僚
の
生
活
に
つ
い
て
論
及
し
た
。
当
時
期
、
す
で
に
海
禁
は
開
か
れ
列
強
が

侵
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
に
は
重
大
な
変
化
が
起
き
て
い
た
。
た
だ
し
、
中
国
の
官

僚
の
文
化
生
活
に
は
、
西
方
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
深
く
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
「
古

典
的
な
芸
術
形
式
や
文
化
の
含
蓄
を
探
求
し
、
細
微
な
遣
詞
造
句
の
妙
を
玩
味
す
る
こ

と
」
は
依
然
と
し
て
「
知
識
を
表
現
す
る
主
要
な
方
式
で
あ
り
社
会
権
力
の
核
心
的
な
内

容
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
（（（
（

。
文
官
ら
は
お
し
な
べ
て
学
書
に
励
み
、
書
法
の
芸
術
言
語
に

通
暁
し
て
い
る
た
め
、
人
の
為
に
書
作
し
た
官
僚
は
み
な
、
自
分
の
書
が
公
衆
の
目
に
触

れ
る
際
に
は
、
書
法
を
修
養
し
て
い
る
人
々
に
よ
る
評
価
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
李
鴻
章
は
父
親
が
生
前
に
命
名
し
た
斎
号
を
書
く
た
め
に
十
日
余

り
も
練
習
し
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
官
僚
ら
が
同
時
代
の
何
紹
基
や
翁
同
龢
の
行
草
書
、

呉
大
澂
の
大
篆
を
一
流
と
激
賞
す
る
の
は
、
彼
ら
が
不
断
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
た
め
な

の
で
あ
る
。

　

十
九
世
紀
の
七
十
年
代
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
に
、
曽
国
藩
、
潘
祖
蔭
、
曽
紀
沢
、

呉
大
澂
、
翁
同
龢
が
相
次
い
で
世
を
去
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
一
年
に
は
清
朝
が
滅
亡

し
た
。
書
を
よ
く
し
た
清
末
の
官
僚
で
あ
る
沈
増
植
（
一
八
五
〇
�
一
九
二
二
）
や
、
曽

熙
（
一
八
六
一
�
一
九
三
〇
）、
李
瑞
清
（
一
八
六
七
�
一
九
二
〇
）
ら
は
み
な
何
紹
基
が
か

つ
て
書
を
売
っ
た
大
都
市
上
海
に
や
っ
て
き
て
、潤
例
を
掲
げ
て
書
を
売
っ
た
。し
か
し
、
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こ
れ
は
些
少
な
変
化
に
す
ぎ
な
い
。
一
九
〇
五
年
、
中
国
は
千
余
年
続
い
た
科
挙
制
度
を

時
宜
に
合
わ
な
い
こ
と
を
理
由
に
廃
し
、
新
し
い
選
抜
体
制
を
導
入
し
て
教
育
の
改
革
が

な
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
千
百
年
に
も
及
び
継
承
さ
れ
て
き
た
文
人
階
層
は
歴
史
の
彼
方
に

去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
二
十
世
紀
初
頭
に
は
、
硬
筆
（
ペ
ン
、
鉛
筆
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
）
が
輸
入
さ
れ
日
常
的
な
筆
記
具
に
な
り
、
書
法
と
日
常
生
活
の
距
離
は
次

第
に
遠
ざ
け
ら
れ
た
。
清
代
晩
期
の
最
後
の
一
、
二
代
の
官
僚
の
日
常
生
活
に
お
け
る
書

法
活
動
の
研
究
は
、
大
き
な
変
化
の
渦
中
に
あ
っ
た
中
国
社
会
の
精
英
文
化
生
活
を
検
討

す
る
際
に
、
ひ
と
つ
の
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
（
（（（
（

。

註（
1
）　

応
酬
書
法
に
関
す
る
研
究
は
主
に
明
清
の
両
時
代
に
集
中
し
て
い
る
。
主
た
る
研
究
と
し
て

以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。Shih Shou-ch’ ien, “C

alligraphy as G
ift: W

en C
heng-m

ing’ s 

(1470-1559) C
alligraphy and the Form

ation of Soochow
 Literati C

ulture, ” in C
ary Y. Liu, 

D
ora C

.Y. C
hing’ and Judith G

.Sm
ith eds., C

haracter and C
ontent in C

hinese C
alligraphy (Princ-

eton: Th
e  Art M

useum
, Princeton U

niversity,1999), pp. 254-283
、
白
謙
慎
「
従
傅
山
和
戴
廷

栻
的
交
往
論
及
中
国
書
法
中
的
応
酬
和
修
辞
問
題
」（『
故
宮
学
術
季
刊
』
第
十
六
巻
第
四
期
、
一

九
九
九
年
夏
、
九
十
五
�
一
三
三
頁
・
第
十
七
巻
第
一
期
、
一
九
九
九
年
秋
、
一
三
七
�
一
五

六
頁
）、Q

ianshen Bai, “C
alligraphy for N

egotiating Everyday Life: Th
e C

ase of Fu Shan, ”Asia 

M
ajor N

ew
 Series 3, vol.12,no.1(1999), pp. 67-125; C

raig C
lunas, Elegant D

ebts: Th
e Social Art 

of W
en Zhengm

ing (H
onolulu: U

niversity of H
aw

aii Press, 2003)

、何
炎
泉「
張
瑞
図（1570-1641
） 

行
草
書
風
之
形
成
与
書
法
応
酬
」（『
台
湾
大
学
美
術
史
研
究
集
刊
』第
十
九
期
、二
〇
〇
五
年
九
月
、

一
三
四
�
一
三
六
頁
）、
呉
国
豪
「
足
下
負
書
名
，
安
能
負
書
乎
？
�
王
鐸
書
法
応
酬
研
究
」（
邱

振
中
主
編
『
書
法
与
中
国
社
会
』
北
京
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
三
〇
五
�
三

一
九
頁
）、
柳
揚
「
応
酬
�
社
会
史
視
角
下
的
清
代
士
人
書
法
」（
莫
家
良
・
陳
雅
飛
編
『
書
海
観

瀾
（
二
）：
楹
聯
・
帖
学
・
書
芸
国
際
研
討
会
論
文
集
』
香
港
、
香
港
中
文
大
学
芸
術
系
・
香
港

大
学
中
文
大
学
文
物
館
、
二
〇
〇
八
年
、
九
十
七
�
一
二
七
頁
）、
薛
龍
春
「
応
酬
与
表
演
：
関

於
王
鐸
書
法
創
作
情
境
的
一
項
研
究
」（『
台
湾
大
学
美
術
史
研
究
集
刊
』
第
二
十
九
期
、
二
〇
一

〇
年
、
一
五
七
�
二
一
六
頁
）。

（
2
）　

本
論
で
は
複
数
人
の
清
代
晩
期
官
僚
を
一
ま
と
ま
り
と
し
て
扱
い
彼
ら
の
書
法
活
動
を
分
析
す

る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
個
々
の
官
僚
の
活
動
が
一
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
当
時
の
官
僚
に
と
っ
て
日
常
的
な
書
法
活
動
は

か
な
り
普
遍
的
な
現
象
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
本
論
で
扱
う
日
記
資
料
の
一
部
に
は
、
官
途

に
就
く
以
前
の
記
録
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
注
記
し
て
お
く
。

（
3
）　

曽
紀
沢
の
日
記
に
は
、
彼
が
欧
州
に
出
使
し
て
い
た
時
期
に
西
洋
の
筆
記
具
を
試
用
し
た
記
録

が
み
え
る
（
劉
志
恵
点
校
輯
注
『
曽
紀
沢
日
記
』
中
冊
、
長
沙
、
嶽
麓
書
社
、
一
九
九
八
年
、
一

一
四
四
�
一
一
四
五
頁
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
稀
少
な
例
外
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
清
人
の
日
記
の

引
用
に
当
た
り
初
出
の
際
は
作
者
や
編
者
等
を
記
す
が
、
以
降
は
書
誌
情
報
は
割
愛
し
書
名
の
み

記
す
。

（
4
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
（
天
津
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
二
一
五
頁
）。

（
5
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
六
十
九
頁
。

（
6
）　

明
末
清
初
の
著
名
な
書
法
家
で
あ
る
王
鐸
（
一
五
九
三
�
一
六
五
二
）
も
ま
た
、
あ
る
日
は
古

典
を
臨
書
し
、
ま
た
あ
る
日
は
人
の
求
め
に
応
じ
て
書
作
し
た
と
い
う
。
こ
れ
も
ま
た
文
人
の
伝

統
の
淵
源
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
7
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
四
四
一
・
八
六
二
頁
。

（
8
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、一
四
〇
�
一
四
一
・
一
四
四
頁
。
曽
国
藩
は
日
記
中
に
「
郭
氏
家
廟
碑
」

と
明
記
し
て
は
い
な
い
が
、
彼
が
言
及
す
る
文
字
か
ら
考
え
て
「
郭
氏
家
廟
碑
」
を
臨
書
し
て
い

た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
9
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
八
一
二
・
八
一
五
・
八
四
五
頁
。

（
10
）　

戦
時
で
あ
っ
て
も
、
曽
紀
沢
は
自
身
の
臨
書
の
習
作
を
故
郷
か
ら
父
に
送
り
批
正
を
求
め
て
い

る
。
ま
た
曽
国
藩
（
時
に
は
幕
僚
が
代
行
）
は
批
正
し
て
、
送
り
返
し
て
い
る
。
日
記
に
は
「
紀

沢
か
ら
の
手
紙
に
は
孔
廟
碑
や
玄
教
碑
の
臨
本
が
同
封
さ
れ
て
い
た
」「
紀
沢
は
ま
た
書
譜
一
本

と
崇
福
寺
記
一
本
の
臨
書
を
送
っ
て
き
た
。
李
少
荃
に
批
正
を
頼
ん
だ
」
と
い
っ
た
記
事
が
見
え

る
（『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
四
五
一
・
五
一
三
頁
）。
曽
国
藩
の
家
族
と
の
書
簡
中
に
は
子
弟
の

習
字
指
導
の
内
容
は
き
わ
め
て
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
を
列
挙
し
な
い
。

（
11
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
六
頁
。

（
12
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
二
五
六
頁
。

（
13
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
中
冊
、
一
〇
四
一
頁
。

（
14
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
二
二
〇
�
二
四
一
頁
。

（
15
）　

李
鴻
裔
『
靠
蒼
閣
日
記
』（
上
海
図
書
館
蔵
稿
本
）
を
参
照
。
李
鴻
裔
の
『
蘇
鄰
日
記
』（
上
海

図
書
館
蔵
稿
本
）
に
も
、
臨
帖
の
記
述
は
多
く
見
ら
れ
、
彼
は
漢
碑
や
唐
の
楷
書
を
臨
書
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
々
の
学
書
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
が
書
法
を
酷

愛
し
日
課
と
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
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（
16
）　

翁
同
龢
『
翁
同
龢
日
記
』
第
五
巻
（
上
海
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
一
年
、
二
〇
九
五
頁
）。

（
17
）　

葉
昌
熾
『
縁
督
廬
日
記
』
第
一
冊
（
南
京
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
八
頁
）。

（
18
）　

呉
大
澂
『
恒
軒
日
記
』（
別
名
『
愙
斎
公
手
書
丁
卯
・
戊
辰
年
日
記
』
上
海
図
書
館
蔵
稿
本
）。

（
19
）　

潘
祖
蔭
『
潘
文
勤
公
与
呉
愙
斎
信
札
』（
蘇
州
博
物
館
蔵
顧
廷
龍
先
生
抄
本
）
六
十
一
b
�
六

十
二
a
頁
。

（
20
）　
『
潘
文
勤
公
与
呉
愙
斎
信
札
』（
六
十
三
a
頁
）。
呉
大
澂
は
潘
祖
蔭
の
求
め
に
応
じ
た
よ
う
で
、

潘
氏
が
呉
に
宛
て
た
別
の
書
簡
に
お
い
て
「
恵
臨
散
盤
、
感
謝
、
感
謝
」（
六
十
四
a
頁
）
と
記

し
て
い
る
。

（
21
）　

呉
大
澂
は
書
法
に
十
分
に
熟
練
し
た
後
も
、
絶
え
ず
新
し
い
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
。
一
八

八
九
年
に
友
人
の
徐
熙
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
「
鄭
州
の
治
水
工
事
は
十
七
、
八
日
に
終
わ
っ

た
。
河
の
流
れ
は
平
穏
で
、
特
に
心
配
は
な
い
。
来
年
は
公
務
が
少
し
楽
に
な
り
、
学
書
に
専
念

す
る
つ
も
り
だ
。
わ
が
呉
碑
帖
鋪
に
は
山
谷
老
人
（
黄
庭
堅
）
の
墨
刻
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
さ
ら

に
法
帖
屛
条
に
か
か
わ
ら
ず
、
数
種
類
を
探
し
て
も
ら
え
る
と
有
難
い
。
世
間
で
は
争
っ
て
蘇
軾

と
米
芾
を
尊
び
、黄
庭
堅
を
専
ら
に
す
る
者
は
と
て
も
少
な
い
。
そ
の
た
め
入
手
し
に
く
い
の
だ
」

（『
呉
大
澂
手
札
』（
上
海
、上
海
書
画
出
版
社
、二
〇
〇
七
年
、十
一
�
十
二
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

呉
大
澂
に
よ
る
臨
書
作
品
は
数
多
く
現
存
し
て
い
る
。

（
22
）　
『
潘
文
勤
公
与
呉
愙
斎
信
札
』
六
十
四
b
頁
。

（
23
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
一
七
五
・
二
三
九
頁
。

（
24
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
八
七
四
・
八
七
九
頁
、
下
冊
、
二
〇
五
五
頁
、
中
冊
、
九
七
四
頁
。

（
25
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
四
八
四
頁
。

（
26
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
五
三
四
頁
。

（
27
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
五
一
九
頁
。

（
28
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
五
三
一
頁
。

（
29
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
五
八
二
頁
。

（
30
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
七
八
七
頁
。

（
31
）　
『
曽
国
藩
家
書
』（
北
京
、
宗
教
文
化
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
四
頁
）。

（
32
）　

郭
嵩
燾
『
郭
嵩
燾
日
記
』
第
二
巻
（
長
沙
、
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
四
十
八
頁
）。

（
33
）　

呉
大
澂
『
恒
軒
日
記
』（
上
海
図
書
館
蔵
稿
本
）。

（
34
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
中
冊
、
一
三
三
三
�
一
三
五
二
頁
。

（
35
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
下
冊
、
一
九
五
二
�
一
九
六
五
頁
。

（
36
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
六
八
〇
頁
。

（
37
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
三
巻
、
一
一
四
六
頁
。

（
38
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
三
巻
、
一
〇
三
二
・
一
三
五
五
・
一
〇
九
七
頁
。

（
39
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
一
八
〇
頁
。

（
40
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
四
三
一
頁
。

（
41
）　

何
紹
基
、
曽
国
藩
、
翁
同
龢
の
日
記
中
に
も
、
一
日
の
間
に
何
度
か
書
作
し
て
い
る
記
述
が
見

ら
れ
る
。

（
42
）　

何
紹
基
の
日
記
原
稿
は
、
湖
南
省
社
会
科
学
院
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
引
用
し

た
日
記
資
料
は
、
み
な
何
紹
基
の
研
究
者
で
あ
る
銭
松
氏
に
ご
提
供
頂
い
た
。

（
43
）　

李
宗
侗
主
編
『
何
紹
基
手
写
日
記
』（
台
北
、
世
界
書
局
、
一
九
七
一
年
）。

（
44
）　

何
紹
基
日
記
原
稿
（
湖
南
省
社
会
科
学
院
図
書
館
所
蔵
）。

（
45
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
三
八
三
�
三
八
四
頁
。

（
46
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
三
七
九
�
三
九
一
頁
。

（
47
）　

呉
大
澂
『
恒
軒
日
記
』（
上
海
図
書
館
蔵
稿
本
）。
呉
大
澂
は
、
時
に
日
記
中
に
書
い
た
扇
面
の

数
量
を
明
記
し
て
い
る
。
通
常
は
数
柄
で
あ
り
、
最
多
の
時
で
「
十
余
柄
」
と
記
す
。
呉
大
澂
が

一
ヶ
月
の
間
に
合
わ
せ
て
少
な
く
と
も
五
十
柄
前
後
の
扇
子
を
書
い
て
い
た
の
は
、
少
な
く
な
い

数
量
と
い
え
よ
う
。

（
48
）　

呉
鵬
「
舒
巻
炎
涼
：
明
人
的
書
扇
贈
酬
及
其
文
化
隠
喩
」『
中
国
書
法
』（
二
〇
〇
九
年
第
十
一

期
、
三
十
五
頁
）。

（
49
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
四
二
九
頁
。

（
50
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
中
冊
、
六
四
四
頁
。

（
51
）　

李
鴻
章
『
李
鴻
章
全
集
』
第
三
十
五
冊
（
合
肥
、安
徽
教
育
出
版
社
、二
〇
〇
七
年
、三
九
一
頁
）。

（
52
）　
『
李
鴻
章
全
集
』
第
三
十
五
冊
（
三
七
三
・
四
一
四
・
四
一
八
・
四
二
一
・
二
二
二
・
四
四
六
頁
）。

李
鴻
章
に
は
書
法
に
長
じ
た
幕
僚
が
お
り
、
代
筆
を
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
曽
国
藩
の
日
記
に
は
、
重
要
人
物
の
冠
婚
葬
祭
に
つ
い
て
は
自
ら
筆
を
執
っ
た
記
事
が
あ
り
、

李
鴻
章
も
ま
た
同
様
の
事
情
が
想
定
で
き
る
。

（
53
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
六
六
四
・
六
七
一
頁
。

（
54
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
九
五
三
頁
。
同
治
十
三
年
（
一
八
七
四
）
十
一
月
に
、
曽
紀
沢
も

父
母
を
合
葬
し
て
い
る
。
供
物
を
送
っ
て
く
れ
た
軍
官
に
対
し
て
、
彼
も
ま
た
扇
対
で
酬
謝
し
て

い
る
（『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
四
二
九
頁
）。

（
55
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
三
巻
、
一
一
八
四
頁
。

（
56
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
四
巻
、
一
六
五
六
頁
。

（
57
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
三
九
五
頁
。

（
58
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
一
一
六
四
�
一
一
六
五
頁
。

（
59
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
中
冊
、
三
七
七
頁
。

（
60
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
六
三
一
頁
。
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（
61
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
三
巻
、
一
三
一
九
頁
。

（
62
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
五
巻
、
二
三
二
一
頁
。

（
63
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
五
巻
、
二
四
四
二
�
二
四
四
三
頁
。

（
64
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
下
冊
、
二
一
三
七
頁
。

（
65
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
下
冊
、
二
〇
八
三
頁
。

（
66
）　

沈
津
氏
に
よ
る
「
談
善
本
書
中
的
日
記
」
の
一
文
に
は
、「
旧
時
代
の
書
法
家
が
対
聯
を
書
く

と
き
は
、
多
く
は
底
本
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
し
ば
し
ば
同
句
の
も
の
が
見
ら
れ
る
の
だ
。
し
か

し
、
何
紹
基
は
人
の
た
め
に
数
千
の
聯
を
書
い
た
が
、
句
は
皆
違
っ
て
い
る
。
書
写
の
際
に
は
口

頭
で
即
興
的
に
句
を
作
っ
た
が
、
深
遠
で
対
句
も
整
っ
て
い
た
。
句
中
に
は
時
に
官
跡
や
名
勝
が

読
ま
れ
、
あ
る
い
は
時
候
に
合
わ
せ
た
も
の
、
あ
る
い
は
琴
書
に
寄
せ
た
も
の
が
読
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
聯
句
か
ら
作
書
時
の
彼
の
心
身
の
有
り
様
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。（
書
叢
老
蠹
魚

的 BLO
G/2008 /02/ 27

）」
と
あ
る
。
何
紹
基
は
一
日
の
内
に
数
十
副
、
多
い
時
に
百
副
の
対

聯
を
完
成
さ
せ
て
い
た
が
、書
写
の
際
に
す
べ
て
を
即
興
で
作
っ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
く
な
い
。

（
67
）　

王
凱
符
『
八
股
文
概
説
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
、
八
十
六
�
八
十
七
頁
）。

（
68
）　
『
郭
嵩
燾
日
記
』
第
一
巻
、
一
〇
二
�
一
二
〇
頁
。

（
69
）　

呉
大
澂
『
恒
軒
日
記
』（
上
海
図
書
館
蔵
稿
本
）。

（
70
）　
『
呉
大
澂
大
篆
楹
聯
』（
上
海
、
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
71
）　
『
郭
嵩
燾
日
記
』
第
一
巻
、
三
〇
八
頁
。

（
72
）　

復
旦
大
学
図
書
館
は
馮
桂
芬
所
輯
の
対
聯
一
冊
を
所
蔵
し
て
い
る
。
題
に
「
顕
志
堂
楹
聯
」
と

あ
り
、
す
べ
て
で
八
百
副
余
り
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
熊
月
之
『
馮
桂
芬
評
伝
』（
南
京
、
南
京

大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
九
頁
）
を
参
照
。

（
73
）　

張
佩
綸
『
澗
于
日
記
』
第
四
冊
（
台
北
、台
湾
学
生
書
局
、一
九
六
六
年
影
印
本
、二
一
六
八
頁
）。

（
74
）　

李
軍
『
呉
大
澂
交
遊
新
証
』（
復
旦
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
一
年
、
一
二
〇
�
一
二
一
頁
）

よ
り
転
載
。

（
75
）　

潘
祖
蔭
に
よ
る
鮑
康
宛
て
の
書
簡
（
上
海
図
書
館
蔵
稿
本
）。

（
76
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
四
三
一
頁
。

（
77
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
中
冊
、
一
一
六
六
頁
。
雙
魚
罌
斎
出
版
の
対
聯
書
は
か
な
り
多
く
、
古
今
の

対
聯
と
と
も
に
同
時
代
人
（
例
え
ば
何
紹
基
や
莫
友
芝
）
の
対
聯
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
78
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
中
冊
、
六
四
五
頁
。

（
79
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
中
冊
、
一
二
八
九
頁
。

（
80
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
中
冊
、
一
一
一
三
頁
。

（
81
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
四
三
二
頁
。

（
82
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
中
冊
、
一
〇
七
一
頁
。

（
83
）
袁
行
雲
『
許
瀚
年
譜
』（
済
南
、
斉
魯
書
社
、
一
九
八
三
年
、
一
一
七
頁
）。
王
学
雷
「
冥
心
制

器
出
天
巧
：
姚
孟
起
与
磨
墨
機
」（『
中
国
書
法
』
二
〇
〇
七
年
第
八
期
）
よ
り
転
載
。
引
用
文
中

の
「
靡
」
は
「
磨
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
薛
龍
春
氏
に
よ
れ
ば
、
磨
墨
に
長
時
間
が
費
や
さ
れ
た

と
い
う
記
事
は
明
代
晩
期
に
は
す
で
に
多
く
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。

（
84
）　

た
と
え
ば
「
食
事
後
、「
刑
」
字
を
三
十
習
い
、扇
子
一
柄
を
書
き
、し
ば
ら
く
墨
を
磨
る
。（『
曽

国
藩
日
記
』
上
冊
、
一
四
四
頁
）」
や
、「
早
起
き
し
、
墨
を
磨
り
、
字
を
書
く
（
上
冊
、
二
九
七

頁
）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
85
）　

銭
存
訓
『
中
国
墨
製
作
和
鑑
賞
』、
載
氏
著
『
中
国
古
代
書
籍
紙
墨
及
印
刷
術
』（
北
京
、
北
京

図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
三
三
頁
）。

（
86
）　

葉
昌
熾
『
縁
督
廬
日
記
』
第
三
冊
、
一
七
八
一
頁
。
引
用
文
中
の
「
得
一
閣
」
は
「
一
得
閣
」

の
誤
記
か
。

（
87
）　

葉
昌
熾
『
縁
督
廬
日
記
』
第
四
冊
、
一
八
八
六
頁
。

（
88
）　

王
学
雷
「
冥
心
制
器
出
天
巧
：
姚
孟
起
与
磨
墨
機
」（『
中
国
書
法
』
二
〇
〇
七
年
第
八
期
）。

（
89
）　

謝
智
卿
は
湖
南
雙
峰
県
の
人
、撮
影
に
長
け
た
技
術
者
で
あ
り
曽
紀
沢
に
多
年
助
力
し
た
人
物
。

（
90
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
中
冊
、
一
〇
五
三
・
一
〇
五
六
・
一
〇
六
四
・
一
〇
七
五
頁
。

（
91
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
一
一
三
頁
。

（
92
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
五
六
五
頁
。
孝
侯
と
は
黄
鈺
を
指
す
。
休
寧
の
人
、
清
の
咸
豊
年

間
の
進
士
。
官
は
右
侍
郎
に
至
り
、
篆
書
・
楷
書
お
よ
び
山
水
に
巧
み
で
あ
っ
た
。

（
93
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
下
冊
、
一
七
三
一
頁
。

（
94
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』上
冊
、四
三
二
頁
。
引
用
文
中
の「
三
体
書
」は「
四
体
書
」の
誤
記
か
。
錦
堂（
又

は
錦
唐
）
は
か
つ
て
曽
紀
沢
の
幕
僚
で
あ
り
金
銭
の
出
納
係
を
兼
ね
て
い
た
人
物
。
曽
紀
沢
は
同

治
十
三
年
十
二
月
十
三
日
に
「
辰
正
起
き
る
。
リ
ス
ト
を
作
っ
て
親
族
に
銀
洋
を
分
け
て
送
る
。

帳
房
に
い
き
、
錦
堂
に
リ
ス
ト
を
渡
し
、
そ
の
分
け
た
包
み
に
号
を
記
さ
せ
た
」
と
あ
る
（『
曽

紀
沢
日
記
』
上
冊
、
四
四
〇
頁
）。

（
95
）　

何
炳
棣
著
・
葛
剣
雄
訳
『
明
初
以
降
人
口
及
其
相
関
問
題
』（
北
京
、
生
活·

読
書·

新
知
三
聯

書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
96
）　

何
炳
棣
氏
は
「
十
九
世
紀
後
半
の
四
分
の
一
の
間
は
、
中
国
の
総
人
口
は
一
八
五
〇
年
の
ピ
ー

ク
時
を
超
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
九
十
五
所
引
文
献
、
三
二
三
頁
）。

（
97
）　

楊
葆
光
著
・
厳
文
儒
等
校
点
『
訂
頑
日
程
』（
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）。
楊

葆
光
、
字
は
古
醞
、
号
は
蘇
庵
、
別
号
は
紅
豆
詞
人
、
華
亭
人
。
博
学
で
著
作
は
身
の
丈
ほ
ど
に

な
る
。
書
画
に
も
巧
み
で
、
書
法
は
力
強
く
晋
唐
の
風
格
を
そ
な
え
た
。

（
98
）　

二
〇
一
三
年
一
月
七
日
に
銭
松
氏
よ
り
提
供
頂
い
た
資
料
に
依
る
。

（
99
）　

左
宗
棠
『
左
宗
棠
全
集·

家
書
』（
長
沙
、
嶽
麓
書
社
、
一
九
八
七
年
、
一
五
七
頁
）。
こ
の
例
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よ
り
左
宗
棠
は
習
字
を
日
課
と
し
て
お
り
、
臨
書
作
品
を
人
に
送
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
100
）　

白
謙
慎
「
一
八
八
六
年
呉
大
澂
在
吉
林
的
文
化
芸
術
活
動
」（
華
人
徳
・
葛
鴻
楨
・
王
偉
林
編
『
明

清
書
法
史
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』（
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
四
一
六
頁
）

を
参
照
。

（
101
）　

呉
大
澂
『
愙
斎
家
書
』
第
二
冊
（
上
海
図
書
館
蔵
稿
本
）。
呉
大
根
は
生
涯
出
仕
せ
ず
、
蘇
州

に
あ
る
故
郷
の
家
で
家
業
の
管
理
に
勤
め
た
。

（
102
）　

呉
大
澂
『
愙
斎
家
書
』
第
二
冊
。

（
103
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、光
緒
十
九
年（
一
八
九
三
）六
月
十
七
日
に
呉
訥
士
へ
の
手
紙
の
中
に「
痔

瘡
が
大
い
に
発
し
、
毎
日
半
日
は
公
文
書
に
目
を
通
し
て
い
る
が
、
あ
と
の
半
日
は
静
か
に
臥
す

の
み
だ
。
応
酬
書
も
滞
り
約
束
を
守
れ
な
い
」（『
愙
斎
家
書
』
第
三
冊
）
と
あ
る
。

（
104
）　

呉
雲
『
両
罍
軒
尺
牘
』
巻
四
（
台
北
、
文
海
出
版
社
、
一
九
七
四
年
、
二
十
一
b
頁
、
新
頁
で

は
二
七
〇
）。

（
105
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
上
冊
、
五
七
一
頁
。

（
106
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
中
冊
、
一
三
八
一
・
一
三
八
三
頁
。

（
107
）　
『
曽
国
藩
日
記
』
下
冊
、
二
三
四
二
頁
。

（
108
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
六
巻
、
二
六
一
一
頁
。
筆
者
は
か
つ
て
翁
同
龢
の
五
世
の
孫
で
あ
り
、
翁

同
龢
日
記
の
収
蔵
者
で
あ
る
翁
萬
戈
氏
を
訪
問
し
た
。
翁
氏
の
家
蔵
中
に
翁
同
龢
と
同
時
代
人
の

書
画
作
品
が
あ
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
が
、
無
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
同
時
代
人
の
書
は
そ
れ
ほ

ど
珍
重
さ
れ
ず
保
存
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
翁
同
龢
の
た
め
に
書
か

れ
た
書
画
が
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
可
能
性
も
大
き
い
。
例
え
ば
、
明
代
末
期
か
ら
清
代
初
期
の

書
家
で
あ
る
王
鐸
も
ま
た
、
生
涯
に
お
い
て
人
の
た
め
に
無
数
の
書
を
書
い
た
が
、
他
人
が
王
鐸

の
た
め
に
書
い
た
書
画
は
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、
常
熟
の
翁
氏
所
蔵
の
『
明

季
諸
名
公
贈
王
文
安
公
画
扇
冊
』
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
冊
に
つ
い
て
は
薛
龍
春

「
明
季
諸
名
公
贈
王
文
安
公
画
扇
冊
考
述
」（『
中
国
書
画
』
二
〇
一
〇
年
、
第
十
一
期
、
五
十
二

�
六
十
一
頁
）
を
参
照
。

（
109
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
六
巻
、
二
六
五
七
頁
。

（
110
）　

国
家
図
書
館
蔵
『
呉
大
澂
書
札
』（
編
号
四
八
〇
三
）、
第
五
冊
、
二
十
六
頁
。

（
111
）　
『
張
佩
綸
致
朱
潜
書
』（
梁
穎
編
『
歷
史
文
献
』
第
十
三
輯
、
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

〇
九
年
、
一
五
七
頁
）
掲
載
。

（
112
）　

石
守
謙
『
移
動
的
桃
花
源
：
東
亞
世
界
中
的
山
水
画
』（
台
北
、允
晨
文
化
実
業
股
份
有
限
公
司
、

二
〇
一
二
年
、
二
七
七
頁
）。

（
113
）　

陳
智
超『
美
国
哈
佛
大
学
哈
佛
燕
京
図
書
館
蔵
明
代
徽
州
方
氏
親
友
手
札
七
百
通
考
釈
』（
合
肥
、

安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
114
）　

利
瑪
竇
・
金
尼
閣
著
、
何
高
濟
・
王
尊
仲
・
李
申
訳
『
利
瑪
竇
中
国
札
記
』（
北
京
、
中
華
書
局
、

一
九
八
三
年
、
二
十
五
頁
）。

（
115
）　W

en Fong

（
方
聞
）, “C

hinese C
alligraphy: Th

eory and H
istory, ” in Robert H

arrist, Jr. and  

W
en Fong, et al., Em

bodied Im
age: C

hinese C
alligraphy from

 the John B. Elliott C
ollection at 

Princeton (Princeton: Th
e Art M

useum
, Princeton U

niversity, 1999), p. 32.

（
116
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
二
五
二
・
二
五
三
・
二
五
五
・
三
七
八
頁
。

（
117
）　

た
と
え
清
真
寺
で
あ
っ
て
も
扁
額
や
対
聯
の
使
用
に
つ
い
て
は
仏
寺
や
道
観
と
同
様
で
あ
る
。

（
118
）　

現
存
す
る
清
代
晩
期
の
対
聯
を
み
る
と
、
当
時
の
人
々
は
蠟
箋
を
好
ん
で
用
い
た
ら
し
い
。
速

く
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。『
曽
国
藩
日
記
』に
は「
午
後
、琉
璃
廠
に
行
き
対
聯
紙
を
買
っ
た
」

と
あ
る
（
上
冊
、
一
四
八
頁
）。

（
119
）　

呉
大
澂
は
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）
五
月
四
日
に
「
篆
書
扇
を
二
つ
、
条
幅
を
一
つ
、
篆
書
対

聯
を
三
つ
、
行
書
の
対
聯
を
三
つ
書
く
。
私
は
こ
れ
ま
で
行
書
対
聯
を
書
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の

日
は
、
親
戚
が
上
海
か
ら
送
っ
て
よ
こ
し
た
対
紙
四
聯
を
見
て
う
ん
ざ
り
し
、
行
書
を
交
え
た
。

字
は
と
て
も
草
率
で
程
子
の
「
即
此
是
学
（
た
だ
こ
れ
を
学
ぶ
べ
し
）」
の
一
語
に
恥
じ
る
べ
き

で
あ
る
」（『
恒
軒
日
記
』
上
海
図
書
館
蔵
稿
本
）
と
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
も
、
呉
大
澂
は
理
学

の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、さ
ら
に
行
書
対
聯
を
好
ん
で
書
か
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
120
）　

現
存
す
る
清
代
晩
期
の
人
の
書
法
扇
面
を
み
る
と
、
少
な
い
も
の
で
二
十
余
字
（
落
款
を
含
め

な
い
）、
通
常
の
行
書
で
は
五
、
六
十
字
で
あ
る
。『
曽
紀
沢
日
記
』
に
は
彼
が
か
つ
て
扇
面
に
六

百
余
り
の
字
を
書
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
細
密
」
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
（
上
冊
、

四
七
二
頁
）。

（
121
）　

張
充
和
女
士
が
筆
者
に
講
述
し
て
く
れ
た
話
に
よ
る
。

（
122
）　

例
え
ば
、「
宮
扇
一
柄
を
書
き
、
孫
燮
臣
世
叔
が
描
い
た
も
の
に
題
し
た
が
、
一
字
間
違
え
て

し
ま
い
、
廃
棄
し
て
用
い
な
か
っ
た
」（『
曽
紀
沢
日
記
』
下
冊
、
一
七
九
九
頁
）
と
い
う
記
事
が

あ
る
。

（
123
）　

張
潮
『
幽
夢
影
』（
上
海
、
中
央
書
店
、
一
九
三
五
年
、
七
十
一
頁
）。

（
124
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
五
巻
、
二
四
四
八
頁
。

（
125
）　

張
徳
昌
『
清
季
一
個
京
官
的
生
活
』（
香
港
、
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
、
六
十

四
�
一
〇
三
頁
）。

（
126
）　

戴
丙
栄
に
よ
る
呉
大
澂
宛
て
の
書
簡
（
上
海
図
書
館
蔵
『
呉
大
澂
親
友
手
札
』
稿
本
）。

（
127
）　
『
何
紹
基
墨
迹
』（
三
）（
長
沙
、
湖
南
美
術
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
四
十
頁
）。

（
128
）　
『
名
人
翰
札
墨
迹
』
第
二
十
冊
（
台
北
、
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
六
年
）。

（
129
）　
『
何
紹
基
墨
迹
』（
三
）、
七
十
頁
。

（
130
）　

呉
雲
『
両
罍
軒
尺
牘
』
巻
二
、
三
九
頁
、
新
頁
碼
一
五
三
。
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（
131
）　

上
海
図
書
館
蔵
『
愙
斎
家
書
』
第
一
冊
（
稿
本
）。

（
132
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
澤
田
雅
弘
「
潤
例
の
発
生
と
展
開
�
明
清
に
お
け
る
文
人
売
芸
家
の
自

立
�
」（『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
七
号
、
一
九
九
七
年
、
二
十
一
�
三
十
九
頁
）
を
参
照
。

（
133
）　

李
日
華
『
六
硯
斎
三
筆
』
巻
四
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
）。

（
134
）　

張
仲
礼
『
中
国
紳
士
的
收
入
』（
上
海
、
上
海
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
四
十
二
頁
）。

（
135
）　

傅
山
『
傅
山
全
書
』
第
一
冊
（
太
原
、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
八
六
四
頁
）。

（
136
）　

松
村
茂
樹
「
論
呉
昌
碩
自
訂
潤
格
」（
浙
江
省
博
物
館
編
『
中
国
書
法
史
国
際
学
術
研
討
会
論

文
集
』
杭
州
、
西
泠
印
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
三
八
�
三
四
五
頁
）
を
参
照
。

（
137
）　Lothar Ledderose

（
雷
徳
侯
）, “C

hinese C
alligraphy: Art of the Elite, ” in W

orld Art: Th
em

e 

of U
nity in D

iversity, vol. 2, edited by Irving Lavin (U
niversity Park: Pennsylvania State U

niver-

sity Press,1989), pp. 291-294.

（
138
）　
『
曽
紀
沢
日
記
』
中
冊
、
六
六
五
頁
。

（
139
）　

例
え
ば
、「
郭
子
美
（
松
林
）
の
宮
扇
を
き
わ
め
て
細
密
に
書
い
た
」（『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、

四
七
七
頁
）
な
ど
。
郭
松
林
（
？
�
一
八
八
〇
）
は
湘
軍
名
将
で
あ
り
、
曽
家
と
の
関
係
は
と
て

も
深
い
。

（
140
）
同
治
十
三
年
、
曽
紀
沢
の
母
親
は
亡
く
な
っ
た
。
彼
は
急
遽
船
に
乗
り
故
郷
へ
帰
っ
た
。
船
旅

の
道
中
で
世
話
に
な
っ
た
乗
務
員
に
対
し
て
、
彼
は
事
前
に
書
い
た
対
聯
を
贈
っ
て
い
る
（「
対

聯
の
落
款
を
十
幅
書
い
た
。
輪
船
諸
人
に
こ
れ
を
贈
る
」『
曽
紀
沢
日
記
』
上
冊
、
四
一
八
頁
）。

（
141
）	　Shih Shou-ch’ ien, “C

alligraphy as G
ift: W

en C
heng-m

ing’s (1470-1559) C
alligraphy and 

the Form
ation of Soochow

 Literati C
ulture, ” in C

ary Y. Liu, D
ora C

.Y. C
hing, and Judith G

. 

Sm
ith eds., C

haracter and C
ontent in C

hinese C
alligraphy (Princeton: Th

e Art M
useum

, Princ-

eton U
niversity, 1999), p. 256.

（
142
）　

高
居
翰
『
画
家
生
涯
：
伝
統
中
国
画
家
的
生
活
和
工
作
』（
北
京
、
生
活·

読
書·

新
知
三
聯
書

店
、
二
〇
一
二
年
）。

（
143
）　

柳
揚
「
応
酬
�
社
会
史
視
角
下
的
清
代
士
人
書
法
�
」
の
論
中
に
は
、「
索
書
」
の
一
節
が
あ

り
専
門
的
に
論
述
さ
れ
、
深
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
144
）　
『
翁
同
龢
日
記
』
第
二
巻
、
八
〇
三
頁
。

（
145
）　

筆
者
は
二
〇
一
三
年
六
月
二
日
の
匡
時
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社
の
講
演
「
晚
清
官
僚
為
什
麽
写
那

麽
多
的
字
」
に
お
い
て
、一
般
に
政
府
官
僚
の
残
し
た
書
作
は
没
後
数
十
年
後
を
経
過
し
て
か
ら
、

よ
う
や
く
高
い
市
場
価
値
を
持
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
146
）　Joseph R

. Levenson （
列
文
森
）, “Th

e Am
ateur Ideal in M

ing and Early C
h’ing Society: Evi-

dence From
 Painting, ” in John Fairbank, ed., C

hinese Th
ought and Institutions 

（C
hicago: Th

e 

U
niversity of C

hicago Press, 1967

）

, p. 320. 

列
文
森
氏
が
論
じ
る
事
象
は
明
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
十
九
世
紀
後
半
の
儒
家
中
国
に
も
同
様
の
描
写
が
適
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
147
）　

二
十
世
紀
の
中
国
社
会
の
精
英
構
造
の
変
化
が
書
法
芸
術
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、

Q
ianshen Bai, “From

 W
u D

acheng to M
ao Zedong: Th

e Transform
ation of C

hinese C
alligra-

phy in the Tw
entieth C

entury, ” in M
axw

ell K
. H

earn and Judith G
. Sm

ith, eds., C
hinese Art: 

M
odern Expressions (N

ew
 York: Th

e M
etropolitan M

useum
 of Art, 2001), pp. 246-283.

を
参
照

さ
れ
た
い
。

（Bai Q
ianshen　

浙
江
大
学
文
化
遺
産
研
究
院
）

（
訳
者　

徳
泉
さ
ち　

と
く
い
ず
み
さ
ち　

東
京
学
芸
大
学
非
常
勤
講
師
）

〔
図
版
・
挿
図
出
典
〕

図
版
五　

著
者
提
供

挿
図
1　

翁
万
戈
氏
提
供

挿
図
2　
『
呉
大
澂
大
篆
楹
聯
』（
上
海
、
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

挿
図
3　

著
者
提
供

〔
原
文
後
記
〕

本
文
は
、
石
守
謙
氏
の
六
十
華
誕
の
慶
賀
に
寄
せ
て
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
集
が
事
情
に
よ
り

ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
新
た
に
創
刊
さ
れ
た
『
浙
江
大
学
芸
術
与
考
古
研
究
』
に
改
め
て
投

稿
し
た
。
本
文
執
筆
の
過
程
で
薛
龍
春
、
銭
松
、
王
学
雷
諸
氏
の
助
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
併
せ
て
記

し
感
謝
の
意
を
表
す
。

〔
訳
者
註
〕

（
1
）　

長
寿
の
誕
生
日
を
祝
賀
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
る
布
製
の
掛
物
。

（
2
）　

葬
儀
の
際
に
死
者
を
追
悼
す
る
た
め
に
掛
け
ら
れ
る
対
聯
。

（
3
）　

冊
頁
は
折
り
帖
と
も
い
う
。
書
画
を
一
枚
ず
つ
表
装
し
て
一
冊
に
仕
立
て
た
も
の
。

（
4
）　

こ
こ
で
い
う
「
糖
印
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
不
明
。
引
用
箇
所
の
原
文
は
、「
連
日

所
写
零
字
、
系
楷
書
司
空
表
聖
「
詩
品
」
二
十
四
紙
、
将
用
糖
印
之
、
以
為
兒
女
輩
摹
本
者
、
本

日
写
畢
、
編
次
画
格
良
久
」。

（
5
）　
「
梓
匠
の
規
」
は
『
孟
子
』
尽
心
篇
下
「
孟
子
曰
、梓
匠
輪
輿
、能
与
人
規
矩
、不
能
使
人
巧
。（
孟

子
曰
は
く
、
梓
匠
輪
輿
、
能
く
人
に
規
矩
を
与
う
る
も
、
人
を
し
て
巧
み
な
ら
し
む
る
こ
と
能
は

ず
）」
が
出
典
。「
梓
匠
輪
輿
」
は
、木
工
や
車
大
工
の
こ
と
、「
規
矩
」
は
コ
ン
パ
ス
と
さ
し
が
ね
。

木
工
や
車
大
工
は
人
に
コ
ン
パ
ス
や
さ
し
が
ね
の
使
い
方
を
教
え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
腕
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六
七

を
巧
み
に
さ
せ
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
。
曽
国
藩
は
書
法
に
お
い
て
は
筆
意
や

間
架
（
点
や
画
の
間
の
あ
け
方
）
が
規
矩
に
当
た
る
と
し
、
自
分
は
三
、
四
十
歳
ま
で
に
そ
の
規

矩
を
確
立
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）　

原
文
で
は
、「
妙
来
無
過
熟
」。

（
7
）　

原
文
で
は
、「
熟
能
生
巧
」。

（
8
）　
「
陶
公
甓
を
運
ぶ
」
は
『
晋
書
』
巻
六
十
六
の
陶
侃
伝
が
出
典
。
陶
侃
は
毎
朝
部
屋
か
ら
甓
を

運
び
出
し
、
夕
方
に
は
ま
た
そ
の
甓
を
運
び
戻
し
て
、
自
ら
を
鍛
錬
し
有
事
に
備
え
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
故
事
よ
り
、
志
を
立
て
勤
勉
に
物
事
に
励
む
こ
と
を
い
う
。

（
9
）　

楹
帖
は
、
楹
聯
と
も
い
う
。
楹
は
柱
の
意
。
対
聯
を
柱
に
掛
け
た
も
の
を
い
う
。

（
10
）　

摺
扇
は
、
摺
畳
扇
と
も
い
う
。
折
り
畳
め
る
扇
。

（
11
）　

宮
扇
は
、
宮
中
で
用
い
ら
れ
た
扇
。
団
扇
を
指
す
。

（
12
）　

阿
片
の
吸
引
を
指
す
か
。

（
13
）　

一
般
に
宣
紙
の
規
格
と
し
て
、
四
尺
全
開
は
一
三
八
×
六
十
九
セ
ン
チ
（
縦
×
横
）
で
あ
り
、

そ
の
縦
半
分
が
四
尺
対
開
一
三
八
×
三
十
四
セ
ン
チ
（
縦
×
横
）。
六
尺
全
開
は
一
八
〇
×
九
十

七
セ
ン
チ
（
縦
×
横
）、
そ
の
縦
半
分
が
六
尺
対
開
で
一
八
〇
×
四
十
九
セ
ン
チ
（
縦
×
横
）。

（
14
）　

中
堂
は
、
堂
幅
と
も
い
う
。
中
央
の
客
間
の
正
面
に
掛
け
る
幅
広
の
掛
け
軸
。

（
15
）　
「
礼
尚
往
来
（
礼
は
往
来
を
尚
ぶ
）」
は
『
礼
記
』
曲
礼
上
「
礼
尚
往
来
、
往
而
不
来
、
非
礼
也
。

来
而
不
往
、
亦
非
礼
也
（
礼
は
往
来
を
尚
び
、
往
き
て
来
ら
ざ
る
は
、
非
礼
な
り
。
来
り
て
往
か

ざ
る
も
、
亦
非
礼
な
り
）」
が
出
典
。
礼
に
は
往
来
（
施
と
報
）
が
必
要
と
い
う
。

＊
原
著　

白
謙
慎
「
晚
清
官
員
日
常
生
活
中
的
書
法
」『
浙
江
大
学
芸
術
与
考
古
研
究
（
第
一
輯
）』
浙

江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
二
一
八
〜
二
四
七
頁

（
本
翻
訳
論
文
は
平
成
二
十
七
年
度
海
外
編
集
委
員
に
よ
る
推
薦
論
文
で
あ
る
）
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